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ミ
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の
社
會
思

想
！！

就
て 

第

十一

醜

四

P

メ
の
 

一
MC
の
-
風
潮
に
促
か
さ
れ
斯
學
を
硏
究
す
る
も
の
は
年
>
進
ん
で
人
間
の

a

質
が
境 

;'
.
.遇
に
因
つ
て
變
化
す
る
一
も
の
な
：る
：事
、隨

1:
其
の
：人

間

の

品

性

が

財

の

生

產

•分
配
及
肖
费
に
：
 

對
し
て
栩
互
の
關
係
を
有
す
る
も
の
な
る
事
に
多
大
の
注
意
を
拂
ふ
に
至
つ
た
の
で
ぁ
る
、
 

乃
ち
此
の
新
傾
向
の
最
も
重
要
な
る
表
彰

^
し
.て
ジ
ョ
ン
•ス
チ
ユ
ア
ー

ト
こ
、、ン

の

大

^

作
ぷ 

る
經
濟

I

論
が
現
は
れ
た
の
で
あ

.る

5

々
。
〒
 

一
一
版
六
三
1
四
M)

ミ

A
の
原
論
の
來
歷
は
大
®
斯
く
の
如
き
％
の
で
あ
つ
て
其
の

.

.書
の
前
半

(

生
產
論
の
：部分

) 

は
十
九
世
紀
前
年
ま
で
の
舊
學
說
を
へ
代
孝
し
、其

0
後
半(

分
配
論
の
|部
分)

は

十

九

世

紀

の

赞

半

，
 

に
於
け
る
新
思
潮
を
代
：表
し
た
も
の
で
あ
る
，
マ
！

シ

ャ

ル

の

見

る

所

は

ミ

r
自
身
の
云
ふ
所 

よ
り
は
却
つ
て
典
の
當
を
得
た
る
も
の
で
あ

£ 

5
0

ン

社

會

，

V
J

自

然

ミ

の

平

衡

關

係
 

丨

ヒ

「

生

產

力

」
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.
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.

.
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.

.…

.

.
热 

I
, 

I 

. 

_

...Karl 

M
a
r
x

が
興
の
唯
物
史
觀
の
...
公
式
に
.於
.て
說
く 

所
に
遵
ベ
ば
、
法
制
上
农
び
&
ぬ
11
の
上
層
_

^
が
據 

つ
で
以
て
立
っ
.«
の
、
又
一
定
の
社
#
的
意
識
形
態
が 

之
に
適
應
す
る
所
の
»

«
の
®
礎
は
、
社
會
Iの
：經
濟
的 

構
造
：'•
l換
言
せ
ば
人
間
が
彼
等
0
生
活
の
社
會
的
生
產
：
 

に
於
て
入〜

込
む
所
のV

定
の
必
然
的
の
彼
等
の
意
志 

が
ら
獨
立
し
た
.る
關
係

 

> 
即
彼
等
の
物
質
的
生
產
力
の 

1
觉
の
筱
展
階
段
に
適
應
す
る
脾
0
生
產
關
係
の
總
和 

,で
ぁ
る
.0
;
物
質
的
生
活
の
生
產
方
法
は
：|
1般
は
社
會
的

第
十
八
怨(

.
1
.
3/
.七
九)

.

f-
錄

政
治
的
精
神
的
の
生
活
過
程
を
條
件
づ
け
る
も
の
で
あ 

る
。「

M
a
r
x

 : 

Z
u
r

 K
r
i
t
i
k

 d
e
r

 p
o
r

a's
c
h
e
r

 o
e
k
o
n
o
m
i
e
.

v
o
r
w
o
r
t

 

L
v
)

斯
く
てM

a
r
x

に
依
れ
ば
A
間

は

新

.

:な
る
生
'產
カ
を
獲
得
す
る
^
共

に

其

の

生

^
:*
法

を

變
 

|

化

し

、
又

生

產

方

法

を

變

化

す

る

)?
:

典
に
總
て
栽
等
の 

；

w
t
的
關
係
を
變
化
す
る
が
故
に
、
.畢
寛
社
會
の
ホ
*
丨 

」
\ 

.力
の
變
動
は
社
會1

切

の

變

，化

の

根
本
的
原
動
力
で

.あ

.
 

る
S
言
ふ
事
が
出
來
る
の
て
あ
る
"
從
つ
て
先
づ
此
場 

:

合
の
生
產
カ
.ど
は
如
何
な
る
も
の
^ ：
意
味
し
て
居
る
の
.
 

.で
あ
る
乎
又
如
何
な
る
關
篠
に
於
て
生
產
力
の
戀
化
が_

::
生
產
方
法
を
變
化
し
從
ぅ
て

1

切
の
社
會
的
關
係
を
變
: 

化
す
ミ
言
ひ
得
ら
れ
る
乎
が
問
題
、じ
な
ら
な
け
れ
ば
な 

:

ら
な

s

のは當然である。然
る
に
の
哺
物
犯 

»

に
對
す
る
幾
多
の
批
剑
的
文
献
は
此
等
の
諸
_

に

關

.n
 

:

:

す
る
解
釋
に
於
て
甚
だ
鼯
々
で
あ
つ
て
、
此
の
^
情
を 

^

の

T
u
g
a
n
,
B
a
r
a
p
o
w
s
k
y

の
如
き
は
敢
て
次
の
如
く 

斷
言
し
て
居
る
。「

殆
ざ
：總
て
.の
批
評
家
又
は
註
釋
家

:
浓

十

r
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淡

は
此
の
有
名
な
學
說
に
自
分
固
身
の
說
朋
を
與
，へ
ね
ば 

な
ら
な
い
。
此
の
事
は
：先
づ
、
，毫
も
其
の
®
念
の
正
確 

な
る
足
.

式
化
：の
爲
め
に
苦
心
：せ
ざ
ヶ
し
所
の
此
學
說
の 

創
設
者
の
侧
に
於
け
る
、
.學
說
表
現
の
形
式
上
の
缺
陷 

に
？

暴

ふ

可

き

で

あ

る

。
；從
つ
で
批
評
家
に
ヒ
つ 

て
は
自
分
自
#

の
推
测
に
_

い
て
掬
究
し
？
：
ー
 

衆
の
定
：
 

式
化
：を
與
，へ
,
因
つ
'て
以
て
自
己
の
批
評
的
勞
作
の：

爲 

め
k

ff
i

®
た
る
甚
礎
を
，得
る
ょ
6

;他
は
な
い
の
ヤ
あ 

る
し 
I 

V

」
(
T
u
g
a
n
-
B
a
r
a
n
o
w
s
k
y

 : 

Theoretische 
Gr- 

undlagen 
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K

し
て 

M

p

s

が
毫
も
其
の
觀
念
の
疋
確
な
る
走
式
化
0

爲
め 

に
苦
心
し
な
か
つ
た
か
如
何
が
は
遽
に
之
を
斷
ず
る
事 

が
出
來
な
い
€

し
て
も
、
如
何
に
多
く
の
批
評
家
や
祖 

述
者
が
各
々
向
#

の
推
測
に
遊
い
て
之
に
一
：定
の
定
式 

化
を
爽
へ
/1

ど
し
つ
、
あ
る
乎
は
此
猶
の
文
献
を
縦
く

毎
に
植
ち
に
逢
著
す
る
所
で
ぁ
っ
T

、
後
擧
を
し
て
其 

の
去
就
に
遂
は
し
む
る

事
甚
だ
大
で
I)
-
る

S

言
は
な

け

社
會
と
自
然
と
の
平
銜
關
餵
と「

生
產
カ」

笫
十
ー
號

四n

，
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

:

■先

づ

1
切
の
社
會
的
變
化
の
根
本
的
原
'動
カ
な
な
ぢ 

せ
ら
る
、
生
産
力
X
は
果
し
て
何
で
あ
る
か
、
其

I
ょ 

(

單
な
る
技
術
的
槪
念
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
か
。
或 

は
一
廣
く
自
然
的
及
び
社
會
的
.の
要
素
を
も
併
せ
合
む
も 

:-
の
€
奮
せ
ら
る
可
き
;1
?
め
る
が
。
例
へ
ば
和
蘭
0
急
進」 

|

が
マ
ル
ク
シ
ス
ト
の
指
導
者H

e
r
m
a
n
n

 

G
o
r
'
t
e
r

は
被 

「I 

;

術
を
以
て
生
產
カ
ビ
殆V」

同
意
義
で
あ
る
か
の
如
く
収

I
:

是

善

會

s

f

あ
^

'
是
i

n

 

I

P

\ 

-雜
な
る
社
會
龃
織
の
存
a
す
る
本
來
の
甚
避
で
あ
る
。

一
然
る
；に
人
間
は
斯
の
如
く
物
質
上
の
生
產
方
法
に
從
っ

:
て
社
會
關
係
を
作
る
^
同
時
に
”
亦
此
の
關
系
に
從
つ

て
、
一
其
思
想
を
作
り
.其
世
界
觀
を
作
り
其
根
本
原
理
を
':
.,

作
る
o • 

9 

. 

•

即
ち
我
々
の
物
質
關
係
の
み
が
技
術
に
&

て
左
右
さ
れ
、勞
働
に
依
0
て
支
持
さ
れ
>
生
產
ヵ
に
侬 

て
支
持
さ
れ
.て
居X

?

の
で
ぬ
な
い
そ
我
々
は
我
々
の
&

J

^

a

u

n

l

|

質
關
係
の
中
に
於
て
又
此
關
係
の
下
.に
於
'て
思
考
す
る 

が
故
ゆ
、
我
々
の
ff
i
想
も
亦
直
接
に
物
®
關
係
に
.依
つ 

て
左
右
さ
れ
> 
從
つ
て
間
接
は
生
產
力
に
、依
つ
て
左
右 

さ
れ
る
、

(

堺
氏I

T

唯
物
史
観
解
說1

三
j

一
 

四
頁) 

又
.白

く「
(

一)

勞
働
挟
術
、：郎
.ち
生
產
ヵ
が
社
會
の
藤 

礎
を
作
る
o 

: 

: 

0
1
)

技
術
は
絕
え
ず
敬
達
す
る
。'
生
，
 

齑
力
、
生
產
方
法
、
及
び
生
產
關
係
"
財
產
關
係
及
び
階： 

級
關
係
も
亦
そ
れ
に
從
つ
で
間
斷
な
く
變
化
す
る
。
故
，
 

に
人
の
_
覺
即
ち
法
#
、「

政
治
、
:.
-道
德
、
^
敎
，

粗
學
.
，
 

_
術
に
對
す
る
M
想
獅
念
も
亦
生
產
關
係
及
び
生
產
ヵ 

w

典
に
戀
化
す
る
。
.

(

三
'

)

新
し
き
拔
術
は
其
の
進
步
の 

成
る
階
段
に
於
て
古
き
生
產
關
係
及
び
財
產
關
係
ビ
矛
：
 

盾
椾
著
を
來
す
。
結
周
新
し
，き
技
術
，が
勝
つ
云
々」

。(

同 

上1
1
1
1

ニ
ニ
頁)

,

然
るU

 Heinrich C
u
n
o
w

 

の
見
解
に
-M
へ
ばGorter

」

の
斯
の
如
き
解
释
(1

技
術
、
生
產
カ
'>

生
產
方
法
等
に
關
：
 

す
な
槪
念
を
雜
然
混
同
す
ろ
祺
に
依
っ
て
全
然
^

爲
パ
：

の
眞
意
を
誤
り
傅
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
'

が
此 

の
語
を
用
ふ
る
限
b
技
術
ど
.言
ふ
事
.は
.何
等
か
の
■生
產
：
 

»
を
生
.產
す
る

場
合
に
於
け
る

全
體
の
處
置
方
法
で
あ 

>
、
'從
つ
て
道
具V」

⑷
勞
働
行
程
に
適
用
さ
る
、
技
術 

:

的
手
段
の
一
に
過
ぎ
な
い
:0
'

然
る
に
:

が
生
產
カ 

_ W

言
ふ
の
は
社
龠
的
生
產
行
程
に
入
6
込
む
所
の
®
て 

の
力
、
即
ち
機
械
力
以
外
に
人
間
や
動
物
や
の
^;
働
力 

跑
に
自
然
ヵ
を
意
味
す
る
も
の
な
る
が
故
^
、
技
術
€ 

生
產
カ
€
は
愈
々
以
て
同
意
義
で
.
'は
^
I

V

II
に
技
别 

'が
社
き
の
基
礎
だ
ビ
い
ふ
命
題
は
何
を
意
味
す
る
.も
の 

で
办
る
か
'
C技

術

が

.)
ji
b
會

U
其
の
生
活
維
持
及
び
繼
績 

一
の
臨
め
.の
手
段
を
供
す
る
^
，い
ふ
意
味
で
あ
る
か
。
そ 

一：；

れ
V
1
\
パ̂
の
立
脚
點
炉
ら
全
然
疋
當
で
は
な
い
。
此 

等
の
手
段
を
供
す
る
も
の
は
技
術
で
は
な
く
て
、
二
定 

の
技
術
を
通
し
て
卧
然
的
產
物
3
,上
に
勞
働
ヵ
)£
自
然 

力w

を
、
利
用
す
る
こ
ピ
か
ら
成
立
つ
て
居
る
;/
の
生 

»;
行
程
だ
か
ら
で
あ
る
。M

a
r
x

は
何
處
に
も
、
技
術

笫
十
^

^(

v
5£
A
l
:
y ■

雜
.

錄
-

社
會
と
自
然
と
9
平
衡
關
係
と「

生
康
カ」

第
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會
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基
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あ
る
?
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つ
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い
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(
K
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u
n
o
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s
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a
r
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h
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し

:

即
.ち

0

§

0

ミ
.

の
解
釋
に
：侬
れ
ぱ
生
遨
カ
§
は
社
會 

的
生
：產
行
程
に
入
り
込
ひ
所
の
總
て
の
力
？
即
ち
自
然 

€
勞
傲
せ
技
術
ぶ
レ
の
S

つ
：の
生
產
力
:0
綜
合
で
あ
る
。
 

換
言
せ
ば
之
等
の
も
の
が
生
產
行
程
を
構
成
す
る
所
の 

三
つ
の
要
素
で
あ
る
。
此
の
行
程
を

M
a
r
K

が

「
本
來 

の

E

的
た
る
勞
働
對
象
の
變
化
を
勞
働
要
具

に

依
つ
セ 

實
現
す
る
所
の
人
間
の
行
爲」

：e

言
つ
て
居
'.る
の
で
あ
; 

る
o
 

(
c
l
w
:

 

a
.

 

a
.

 

p

 

S
;
:
I
6
3
)

從
つ
て
生
產
力
す 

技
術
き
を
同
視
す
る
の
ば
此
の
：生
產
行
程
の
織
成
要
素 

の
'

を
其
の
全
®

皮
混
同
す
る
事
に
：他
な
ら
な
い
o

「

^

. 

命
的
勞
働
行
程
は
技
術
の
み
の
作
用
：に
過
ぎ
な
い
ビ
が 

又
は
技
術
に
依
つ
て
の
み
左
右
せ
ら
か
S

足
か
い
ふ
事 

を

M
^
r
x

は
決
し
て
言

C
V

て
居
な
い
。
彼
.

が
眞
* i

立
喂
.

ー
と
©
平
銜
關
侮
4

生
產
力J

:
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四

四

す
る
所
は
、
.生
壷
行
程
に
適
用
さ
れ
た
る
技
術
な
る
も 

の
は
、生
產
上
の
發
展
が
^
れ
程
fc
に
進
步
し
た
か
、
就 

中
人
間
が
^
れ

程

迄

に

>

_

の

欲

望

に

適

す

る

如

ぐ

自
 

’-

然
物
を
變
へ
Vる
事
を
知
-
^
.又
自
然
力
を
利
用
す
る
事 

を
知
つ
た
'が
の
尺
度
^
し
て
役
立
つ
S
い
ふ
事
で
あ 

る
9 B

a
r
t
h

がT
H
_

學
は
自
然
に
對
す
る
人
類
の
能

\ 

1

^

1 

P 3
1
7
)

：か
ら
、
生
產
行
程
は
技
術
に
0

一
み
基
く
、
.從
つ
て
生
產
方
法
.は
技
術
的
經
營
方
法
e
同

| 

:
一：で
あ
る
芒
の
結
論
を
引
出
し
た
摩
は
洵
に
理
解
し
難

い
所
で
あ
る
：。

：

他
の
_

で
は
社
會
的
勞
働
行
程
を
以

一一.て
人
間
ど
文
化
£
の
間
の
行
程
及
び
人
間
ど
自
然
ビ
の

代
謝
機
能
で
あ
，る

ど

指

示

し

て

居

る

所

の

M
a
r
x

が
、

右
の
句
で
何
を
言
は
ん
ぜ
し
て
居
る
か
ど
い
ふ
*
は
、

.多
少
ざ
もM

a
r
x
;

の
生
：產
方
.法
の
槪
念
を
.理
解
し
；て
居 

る
も
の
に
は
明
•白
.で
S
る
o
:即

ち
此
.

句0
意
.味
す
6
,所

.

は
、
1

_
學
の
狀
態
は
人
間
が
其
の
生
活
維
持
芊
段
の 

全
體
を
獲
得
す
る
に
際
し
て
、
若
く
は
g

p

r

x

.

b表
現 

U

遵
へ
ば
彼
等
の
生
活
の
生
產
^

於
て
，
如
何
な
る
程 

度
迄
自
然
物
及
び
自
-^
カ
の
利
用
に
達
し
て
居
る
か
を 

示
し
t

居
.

る
ヒ
い
ふ
事
で
6

る」

0

(

0

目
0

ミ
：
3

,

. a
.

 

P

 

S
S
.

 

1
7
?

 1
7

 0

II

に
夂
ヾ

C
u
n
o
w

の
見
懈
に
依
れ
ば 

叙
上
の
生
產
行
程
に
於
け
る
S

つ
の
要
素
即
ち
，勞
働
ヵ 

ビ
自
然
ビ
技
術
ぞ
は
此
行
程
に
於
て
協
カ
的
比
作
用
す 

る
許
タ
で
は
な
ぐ
、
夫
等
は
各
々
の
狀
態
.̂
.

作
用
€
に 

依
つ
て
相
互
的
に
條
#

附
け
ら
れ
て
居
る
。「

其
の
鈍
然 

ft
.

る
肉
體
的
勞
働

U
る
を
精
神
的
勞
働
な
る
>?
:

を
問
は 

ず
，
勞
働
力
の
狻
達
は
夫
等
が
向
け
ら
る
、
所
の
自
然 

的
對
象
に
依
つ
て
左
右
せ
^

る
^

如
.

く
、
ト
夫
等
が
利
用 

す
る
所
0

勞
働
要
具」

(

技
術

)

.

に

依

，つ

て

左

右

せ

ら

れ

，
 

る

令
♦

.

他

方

勞

働

力

は

少

な

か
?>
'

ざ

る

度

合

で

苒

び 

自
然
並
び
に
技
術
の
上
に
反
應
す
る
;0
例
へ
ば
入
間
が 

:

耕
作
に
從
事
し
>

 

動
物
h

飼
育
し
、
森
林
を
開
拓
し
”

.

;
一
第
卞
八
卷C

T
「

五
八
三)

' 

錄

:
殖
民
.を
行
ひ
運
河
を
掘
り
沼
揮
を
乾
燥
す
る
S
い
ふ
樣 

な
亭
に
侬
つ
て
同
時
に
次
第
次
第
に
彼
を
圆
繞
す
る
所 

の
自
然
を
■
化
す
る
0:
:併
し
斯
の
如
く
自
然
を
®
化
す
I
 

る
た
め
に
は
人
は
彼
が
豫
め
發
見
し
且
つ
其
の
利
用
を 

一
：
知

る

所

の

、
.發

達

せ

る

技

術

的

勞

«
#
具

を

必
55
S
す 

、
：
る
。
だ
が
此
の
理
曲
に
侬
つ
：て
、
屢

々

主

張

せ

ら

る

、
如 

i

技
術
が
聰
明
な
る
人
間
の
純
然
た
る
精
神
的
勞
作 

I

I
 
t

は
決
し
て
.
_
れ
得
な
い
。

一
般
に
技
術
の 

.亵
生
^
其
の
應
用
€
は
洱
び
又
自
然
的
條
件
に
！(

同
樣 

.
に
社
會
的
條
仲)

：に
結
び
付
け
：ら
れ
て
居
る
0
其
の
地

一
航
海
術
の
發
生
し
得
.ざ
る
は
當
然
で
ぁ
る
。

一
定
の
锌 

:
:術
の
發
生
の
み
な
ら
^
其
の
應
用
も
亦
一
定
の
自
然
的 

社
會
的
關
係
の
下
に
於
て
の
み
可
能
で
ぁ
る
。
斯
く
て 

.
以
上
三
箇
の
生
產
力
の
間
に
は
密
接
な
る
關
係
が
存
在 

し
、
夫
等
は
相
互
に
條
件
ビ
な
ち
相
互
に
影
製
し
合
つ

笫十ー號：
四

31
ド

社
會
と
3

!
:然
と
の
平
衡
關
係
と「

生
菔
カ」



社
會
と
自
然
と
？

斷
關
係
と「

生
逄
力」

■

第
卞
1
號 

四
卞

產
カ
ゃ
生
產
方
法
ど
浪
間
す
る
所
のG

o
r
t
e
r

等
こ
身

第

十

八

铪

(

l

:f
f

:

八
四)

雜

錄

七

居

る
:0

夫
等
の
協
力
的
作
用
の
中
に
初
め
：て
生
產
行
：.：
 

程
が
起
る
。
從
つ
：て
此
の
力
の
1

部

例

->
ば
自
然
的
耍
;:
:

■素
若
く
は
技
術
を
生
產
行
程
，か
ら
杣
出
し
て
、
之
を
單 

純
に
:>
.生
產
行
程
其
物
同
様
に
.考
へ
る
の
は
，不
合
理
へ 

で
あ
る
O 

N
;
は

「

部
を
全
體
ビ
混
同
す
る
に
他
な
ら
な\ 

い
か
ら
で
あ
る 

O
J 

W

 

c
o目 

o
w
: 

a
:
a
,

 

p
 SS. 

1
6
4
- 

\

1
6
5
)
：：：：

'::

マ

：

. 

.

......;

以
上
甚
だ
簡
略
乍
らM

a
r
x

の
^
產
カ
の
槪
念
に
關 

す
る
®

極
端
の
解
釋
於
一
例
ど
し
で
、
技
術
ど
生
產
ヵ： 

e

を
殆
ど
同
視
す
る
所
の
-

:G
o
r
t
e
r

の
；見
解
^

、
之

に

|

 

反
し
て

生
產
力
を
最
も
廣
く
解
釋
し
て
自
然
的
及
び
社j 

會
的
の
要
素
を
も
之
に
附
加
せ
ん
ど
す
る

og

l

の 

見
解
ビ
を
對
立
せ
し
め
、
就
中
前
者
に
對
す
る
後
者
の

j

 

批
評
反
駁
の
理
由
を
：
.

1
#

し
た
o

然
る

に

Bucharia

「

か
そ
め
.

：

j

九
ニ 

.
1

年
め
著
作
H

史
的
唯
物
主
義
理
論」

广，，Theorie des 

historischen 

Materl.aHsmus 

-
o 
r

) 
t 

け
る
考
察
を
以
て
せ
ば
、

c
u
n
o
w
:

，か
か
の
技
術
を
生

.
し
て
爲
せ
る
反
對
論
は
洵
に
茁
當
で
は
ゎ
る
が
13
も
此 

嚴
に
關
す
る
彼
の
解
釋
も
亦
必
ず
し
も
承
服
し
能
は
ざ 

る
も
の
て
あ
る
ど
言
ふ
。
而
し
て
玆
に
先
づ
提
供
さ
れ 

た
る
問
鞸
は
、
自
然
力
が
、C

u
n
o
w

の
解
す
る
如
く
、

;

他
のU

つ
の
生
產
ヵ
即
ち
技
術
及
び
勞
働
力
S
共
に
生 

產
行
程
の」

*
成
要
素
ど
し
て
所
謂
生
產
ヵ
の
中
に
包 

含
せ
ら
る
可
&
も
の
で
あ
る
か
如
何
か
ヾ」

い
_ふ
事
、
換 

言
せ
ば
、
.自
然
が
-:M

a
r
x
u

の
所
謂
生
產
行
程
に
_
す 

る
關
係
に
於
て
如
何
^
解
釋
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る 

か
S

い
ふ
事
て
あ
る
。

凡
そM

a
r
x

に
遵
へ
ば
自
然
は
勞
働
S
共
に
若
く
は 

「

.;d
k
地V」

勞
働
者
は」

同
様
に「

|

切
の
富
の
、«

^」

で
あ
. 

る
。(

M
a
r
x
:

 
D
a
s

 

K
a
p
l
s
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B
d
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4
7
2

 

參
照)

此
の
見
解
に
就
て
は
か
の
.著
名
な
るG

o
t
h
a

綱
領
批
呼

文
の
胃
頭
に
於
て「
勞
儆
は
總
て
の
富
及
び
總
て
の
文 

化
の

-.源
痕

.で
も
.

を
：し

い
 

'ふ
命

題

を

駁

し

て
彼
は
次
0

.

如
ぐ
述
べ
て
居
る
？「

勞
働
は
總
て
の
富
の
源
泉
で
は
な 

い
：。
'.
.
.
.
自
然
も
其
れ
自
ら
.が
ー
の
自
然
力
ft
る
人
调
の
勞
': 

働
カ
の
駿
現
に
過
ぎ
^
い
：所
の
勞
働
£
同
じ
程
度
に
於 

て
使
用
價
値
の
源
泉
で
あ
る
。(

而
し
て
物
®
的
富
な
る 

i
の
は
實
に
此
の
使
用
價
値
か
ら
成
立
つ
て
居
る
の
で 

あ
る
。)

：
：
：
人
間
が
本
來
自
然
に
對
し
即
ち
總
ゆ
る
：
 

勞
働
要
具
及
び
勞
働
對
象
の
第
；

V

の
源
窥
に
對
し
所
有
. 

者
^

し
て
の
關
係
に
立
つ
限
b
に
於
て
、
即
ち
そ
れ
を 

自
己
に
靨
す
る
も
の
^
し
て
取
扱
ふ
限
り
^
於
て 

> 
彼 

0
勞
働
は
使
用
價
値
從：

つ
，て
又
富
の
0
m
€

な
る
。」

(
，，N

e
u
e

 

Zeit》
9

 

Jahrg. 

I. 

S

 

5
6
3
)

然
ら
ば
妓
に
: 

’發
働
ビ
共
に1

切

の

富

の®
衆

な

り

？
せ

ら

る

、
所
の 

§:
'
然
が
、
か
の
生
產
行
程
^
い
ふ
も
の
を
通
じ
て
，
社

I 

，會
に
對
し
て
如
何
な
る
關
係
に
.立
つ
て
居
る
も
の
で
あ 

ら
ぅ
が
。
之
れ
實
にBuch

a
r
i
n

が
前
記
の
著
述
の
第
五 

章「

社
會
ビ
自
然V」

&

平
衡
關
係
，

」
(

一ba
s

 

Gleichge

丨 

wicht:z\visc,hen) Gesellscliaft 
ノ und .Natur

J
.
に
於
て

關
說
す
る
所
で
あ
る
。
彼
は
又
自
ら
生
齑
力
の
意
翁
を 

明
か
に
す
る
ミ
共
に
、

一
切
の
社
會
的
現
象
を
^
察

す

、
 

る
に
當
つ
て
何
が
故
に
先
づ
生
產
力
の
分
析
解
剖
か
ら
，
：
 

出
發
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
を
說
明
し
て
居
；

0

。
以
下
摘 

記
す
る
所
は
其
の
所
說
の
大
要
で
あ
る
。

：■

:

:
;
ニ 

.

'

:

•

ノ
 

::丨

社
會
を
一
の
：組
織
V
V考
へ
れ
ば
外
界
の
自
然
即
ち
特. 

に
我
々
の
地
球
は
I

®

のI

切
の
自
然
性
を
含
め
て 

l

Tt
h

t
に
對
す
る
.環
境
で
あ
る
。
此
環
境
の
外
に
人 

類
の
.社
會
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
。
又
自
然
は
人
類
社
會 

の
爲
め
に
生
存
維
持
の
環
境
を
形
成
し
此
の
事
に
依
つ 

て
人
類
の
生
活
は
確
保
せ
ら
れ
.て
居
る
。
併
し
乍
ら
人 

が
自
然
を
目
的
論
的
に
解
釋
し
て
人
間
がM

然
の
支
配 

.潑
で
あ
る
か
の
如
く
考
ベ
、
自
然
を
彼
に
^

_
せ
し
め
、 

其

の1

切
の
物
を
人
類
の
欲
望
に
適
應
せ
し
め
て
考
へ 

る
^
い
ふ
事
は
誤
分
で
あ
る
。
®
際
上
自
然
は
屢
々
甚 

だ
し
く
人
類
を
破
壞
し
自
然
の
支
配
渚
の
手
に
殆V」

何

镔

十

八

卷C
1

五
八
五)

丨雜錄社會と自然との平衡關滿

i「

虫產ヵ

」 

餌十

1

M

四七



-馆

十

八

狢

(
1
.

五
八
六)

雜

錄

.

社
f

自
然
と
の
平
衡
：關
係
と「

生
.康
カ」

：
.

第十一號：
四八

物
を
も
殘
為
な
い
か
ら
：で
あ
る
。
唯
，人
類
は
.提
き
.に
宜

る
.

所

，の

艱

難

な

る

自

然

ど

の

闘

爭

の

行

程

に

.於

て

初

め

で
自
然
を
制
御
し
得
カ
に
過
ぎ
な
い
。

'

:.
勿
論
生
物
の
一
種
S

ビ

し
m

の
入
類
ヒ
人
類
社
#

其

物
せ
は
ゝ
自
然
の
產
物
で
ぁ
>

>
且
つ
此
の
^

大
な
‘る

無

限
の
總
體
のj

部
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
、
人
は
決
し

て
_

然
の
外
に
免
れ
る
事
.
a

出
來
な
い
。
人
，間
が
自
然

を
征
服
し
た
時
で
す
-4

彼
は
自
然
の
法
則
を
彼
の
目
的

-

に

刹

用

する
以

外

の

事

は

何も
し
て
居
ら
な
い
。
故
に

'a

然

が

人

類

社

會の
全

發

展
に
對
.し
.

て
如
何
に
甚
だ
影

響
せ
ざ
る
を
得
な
^

 

f

い
ふ
事
が
理
解
せ
ら
れ
る
;?

ら
ぅ
。
我

々
は
先
づ
0

然
e

社
會
e

の
間
に
：存
在
す
る

所
の
關
係
 

>

 

並
に
如
何
«

る
形
で
自
然
が
人
類
社
會
に

影
響
す
る
か
の
硏
究
に
入
る
|:
.先
ち
てr

如
何
な
る
方

面
に
於
て
自
然
が
最
も
多
く
人
類
ね
接
觸
す
る
か
を
注 

視
し
樣
ぅ
。

.
< 

は
言
ふ
，「

人
，類
に
必
需
品
を
、
.
直
ぐ
k

間
に

合
ふ
生
活
資
料
を
；最
初
供
給
す
る
土
地(

其
中
に
は
經
： 

濟
的
に
水
も
含
ま
れ
る
；

y

は
人
類
の
援
助
な
レ
に
V

入 

間
勞
働
の
1
般
的
對
象
亡
し
.て
存
茌
し
て
居
る
。
勞

働
::
' 

に
ょ
つ
て
只
全
地
球
ざ
の
直
接
の
聯
絡
か
ら
引
離
さ
れ 

一
る
’に
過
ぎ
ぬ
總
て
の
物
は
夫
然
倍
然
，に
存
在
す
る
勞
働 

一
對
象
で
あ
る
。
即
ち
■
の
生
活
要
素
た
る
水
か
ら
引
離 

さ
れ
激
ら
れ
る
傲
、
未
開
森
林
に
於
て
倒
伐
'
れ
た
る 

木
材
、
其
鑛
脈
か
ら
引
鈕
炉
れ
る
粗
鑛
な
ざ
が
そ
れ
で 

あ

る

:0
:

: 土
地
は
.彼
の
本
來
の必

：！t

品
室
で
あ
る
e 

,
共
に
ま
た
彼
の
本
來
の
勞
働
要
具
庫
で
あ
る
。
土
地
は 

例
へ
ば
彼
が
依
つ
て
投
げ
た
ヴ
、
摺
つ
た
b
、
M
し 

:

切
つ
た
り
す
る
所
の
石
を
彼
に
供
給
す
る
。」 

(
M
a
r
x
:
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a
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a
m
b
u
r
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1
4
1
-
1
4
2
〕

自
然
は
採
*
、
狩
撒
、
#
作

ふ

様

な

勞
 

働
部
門
に
於
け
る
直
接
の
勞
働
對
象
で
あ
る
。
換
言
せ
，
：

ば
自
然
は
進
ん
で
加
エ
し
得
可
き
原
料
旅
に

J

聯
の
生
へ 

活

耍

具

を

決

.定

す

'
る

a

人
間

が

自

然

，ミ

の

_

爭

に

於

て

自
然
の
法
則
を
利
用
す
る
ピ
.言
ふ
の
は
斯
の
如
き
場
合 

に
於
て
V

あ
る
。「

彼
a

諸
々
の
物
を
#
力
芋
段
ヒ
し
て 

他
の
物
の
上
に
自
歎
の：

目
的
R

從
つ

て
„

せ
し
め
る 

爲
：に
夫
等
の
物
の
機
械
的
、
物
理
的
、
化
學
的
諸
性
質
を 

利
用
す

s

(-o
(
e
b
e
n
d
a
.
s
.

 

1
4
1
〕

人
間
は
蒸
汽
カ
や
電
力
.
 

や
を
利
用
し
、
引
力

(

■

力
の
法
則)

典
他
の
も
の
を
利 

用
す
る
。
以
上
の
如
し
S

せ
ば
、I

定
の
場
所
一
定
の
時 

に
於
け
る
®

然
乃
狀
態
が
人
類
«:

會

の

，上

に

影

響

せ

ざ

.
 

る
を
得
な
い
事
は
明
白
で
あ
：る
。
氣
候
ハ
濕
度
、k

力
、 

a

度
等

r

 

土
地
の
構
成
狀
態

(

山
脈
、：溪
務
、
水
の
分
布
: ̂

7J
C

流
の
性
質
"

金
備
、
鑛
石
等
の
存
在
如
何

y

海
濱
の
性 

質

(

若
し
土
地
が
海
に
面
し
て
居
る
5

ら
ば)

，
陸
地
ビ 

氷
^

の
分
布
狀
態
"

i

殊
の
動
植
物
の
存
在
、
,■
■等

——

 

此
等
が
人
類
社
會
に
影
響
す
る
所
，の
主
要
な
る
要
素
で 

あ
る
。
大
陸
に
於
て
漁
獵
や
捕

M

が
營
ま
れ
得
な
い
ど 

.

同
様
に
山
岳
に
於
て
耕
作
を
考
へ
沙
漠
に
於
て
山
林
經 

濟
を
考
察
す
る
こ
ぞ
U

出
來
な
い
::
0
;

土
地
：の
寒
暖
に
依

第

十

八

怨a

五
八
七)

雜

錄

つ
て
人
間
の
生
括
狀
態
の
左
右
せ
ら
る
、
の
は
當
然
で 

あ
る
。
地
中
に
金
屬
を
包
藏
せ
ざ
る
所
で
は
斯
の
如
き 

金
旙
が
不
意
に
天
空
か
ら
降
つ
て
來
る
祺
も
な
く
又
は 

之
を
發
明
す
る
事
の
出
來
な
い
の
も
亦
當
然
で
あ
る
， 

(

s
c/
*1

1
2
-
1
1
4
)
……

へ：

斯
く
て
、
■若
し
も
人
が
一：の
組
織
に
就
い
.て
語
る
場 

合
に
は
、
此
の
組
織
の
瀝
化
の
原
因
を
其
れ
が
環
瓒
に 

.i
t

る
交
^
關
係
の
中
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
.ミ
い
ふ 

:
靡
を
我
々
は
知
つ
.て
居
る
。
同
様
に
、
其
發
M

(

其
の 

'-
組
織
の
進
歩
、
停
滯
又
は
崩
壤)

の
根
據
す
ら
も
謂
は 

U.
當
該
組
織
•か
其
の
環
境
に
對
し
て
如
何
な
る
交
互
關 

7

係
に
あ
る
か
ビ
い
ふ
こ
ど
に
倚
據
し
、
此
組
織
の
變
化 

:

を
招
徠
す
な
所
の
戚
因
も
_
此
の
交
互
關
係
の
：變
化
の 

中
に
.來
tf

可
き
で
あ
る
ど
い

ふ
乙
ビ

を
知
つ
て
居
る

。
 

(S. 

1
1
0

然
ら
ば
不
斷
に
變
化
す
る
所
の
祉
龠
ビ

向

然 

ミ
の
間
の
交
互
關
係
を
何
處
に
求
む
可
き
て
あ
る
乎
C
 

自
然
に
對
す
る
人
類社

#
!

の
適
應
行
程
は
何
處
に
其
の

饿
十一

鱗

し

四

九

社
#

と
自
然
.

V.

の
平
衡
關
係
と「

生
産
力J.



牟

-A

卷

(

5

八
A

V

濰

錄

馨

I

然

と
の
平

衡
.關

係

と

「

生

座

力

j

.表
現
を
出
し
得
る
.乎

;0
換
倉
せ
ば
、
何
處
に
社
會
e

自
管
の
流
動
的
平
衡
關
係
の
狀
態
.が

存

在

し

.て
居
る

:乎

;0
:■ 

_

_

_

E

.

.

.

.
:

:

.
.

'

人
類
社
會
被
其
の
：存
顧
す
名
.

限
：0

物
質
的
の
ユ
ネ
ル 

，ギ
ィ̂

自
激
炉
&

掬
汲
‘

じ
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、 

然
ら
ざ
ゎ
ば
社
會
は
存
在
'.
[.

能
は
ぬ
か
ら
で
.

あ
る
。
社

，
 

脅
が
ょ
”

i

く
自
然
に
滴
應
す
：る
に
從
っ
て
愈
々
益

 々

-1
A

多
ぐ
の
工
ネ
ル
：ギ
ィ
を
自
然
か
ら
掬
汲
し
來
b

a

 

つ
之
を
己
れ
の
も
の
ど
す
る

o

M

の

自

然

ょ

り

掬

汲

し 

來
り
T

己
れ
の
有
^

す
る
，所
の
も
の
、
量
が
增
/C

し
つ 

、
あ
る
時
に
、
初
怂
て
我
々
は
社
會
が
|
の
發
展
を
爲 

し
つ
、
あ
る
e

言
へ
る
'0

又
例
へ
I

ば
總
て
の
企
業
？
即 

ち
其
の
エ
f

於
け
る
ビ

、
_

0|
に
於
け
る

i
鐵
道 

に
於
け
る
^

、
雜
林
田
畑
に
於
:»

る
ご
>

 

或
は
其
の
海
.

■ 

陛
何
れ
の
も
の
な
る

v

を
問
は
步

，

此

等|

切
の
勞
働 

が

1

度
び
‘

休
止
せ
名
も
の
€

假

定

す

れ

ば

'

興

時

社

會

第

十1

钺

〇

杖
一
週
間
ど
は
長
く
存
續
す
る
.

寒
は
出
來
な
い
。
過
去 

の
蓄
積
に
：依

0

て
生
活
し
得
る
た
め
に
は
人
は
其
等
を

輸
送
し
運
搬
し
分
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
&

で
あ

;
る 
o

;

.

i

,

I

人
は
土
地
を
耕
作
し
て
小
麥
や
裸
麥
や
玉
■
黍
や
を 

I

收
機
す
る
。
彼
等
は
家
畜
を
飼
宵
し
、
綿
花
や
大
麻
や 

12
1

麻
を
栽
培
す
る
。
彼
等
は
迹
林
を
伐
採
し
、
石
を
®) 

纟
出
す
。
斯
の
如
き
方
法
で
彼
等
は
其
の
衣
食
住
の
欲 

望
を
充
足
せ
し
め
る
，。
彼
等
は
又
地
中
か
ら
石
炭
や
鐵 

«

を
跺
掘
し
て
鋼
鐵
の
機
滅
を
製
造
し
、
»
の
助
け
に 

依
つ
て
樣
々
な
方
針
の
下
に
益
：々
深
く 

2
Z

然
の
中
に
穿 

™

入
し
"

全
地
球
を
一
の
•

巨
火
な
る

H

場
に
變
へ
る
：。
其 

I

工
場
で
人
は
®

を
鍛
へ
、
旋
盤
を
囘
轉
し
、
鑛
山
を
骰 

掘
し
"

强
大
な
る
恐
る
可
^

機
械
を
靜
か
に
運
轉
し
、腿 

道
を
以
て
山
脈
を
縱
斷
し
、
巨
船
に
ょ
つ
て
太
洋
を
榄 

斷
し
，
空
中
を
橫
切
つ
て
貨
物
を
述
送
し
、
地
球
を
軌 

道
の
網
，で
1

ひ
海
底
に
電
續
を
据
へ
る
。
-

-

-

-

-

-

普
.

到

る
處
に
於
て
、
彼

等

は

其

の

捕

猶

耍

具

を

手

に

し

て

先

形

で

占

有

す

る

爲

め

に

、

自

身

の

現

身

R

®

し

て

屈

る

づ
暄
騷
の
街
衞
ょ
り
初
め
て
巡
か
僻
隅
の
地
に

0
る
迄 

蟻
の
如
く
に
馳
け
廻
>

、
»

の
如
く
し
て
興
の「

日
常 

の
備

J

を
得
乍
ら
S

ら
を
自
然
に
適
應
せ
し

め
、
而
し

 

X

自
然
を
彼
等
に
適
應
せ
し
め
る
。
自

然

の一

部

"
0 

境

，
即
ち
我
々
が
玆
で
外
界
の
自
■

 

$

名
付
，く
る
所
の 

も
の
は
、
他
の
部
分
、
即
も
人
類
祉
會
を
對
立
す
る
0

而 

し
て
全
統
一
體
の
此
の
，I

t

も
の
は
人
間
の
勞
働
行
程
で
あ
る
。「

勢
働
は
先
づ
人
^

, 

自
然

u

の
間
の一

行
程
で
あ
る
。
即
ち
人
が
自
然
ビ
の 

其
代
謝
機
能
を
彼
自
身
0;
.

行
爲
に
依
つ
て
#
介
し
つ
、 

調
節
し
：瞥
理
す
る
所
の
：「

行
程
で
あ
る
。
人

ぬ
V

0
 

自
然
力
さ
し
て
自
然
物
質
：其
物
に
對
立
L>
p

ゆ
く」

。

(
S
2
X
X

 "
D
a
s

 

K
a
p
i
s
.

 

Bd. L

 

K
a
mcf
*
;
u
r
^
I
9
I
4
. 

s. 

I

4

Q)

MI
:

會

€
自
然
ご
の
直
接
の
：連
結
即
ち
自
然
か
ら 

エ
ネ
ル
ギ
ィ
を
掬
汲
す
る
ホ
は
一
の
物
質
的
行
程
で
あ 

る
。「

人
は

S

然
物
質
を
彼
自
身
の
生
活
に
使
，用
し
得
る

■

諸
々
の
自
然
カ
即
ぢ
腕
や
脚
や
頭
や
手
を
運
轉
す
る」

。
 

(
e
b
c
n
d
a
)

自
然
.

V」

社
會
ど
の
間
.の
代
謝
機
能
の
此
の
物 

質
的
行
程
は
又
環
境
ど
組
織
七
の
_間
の
、「
人
類
社
會
に
：
 

’
於
け
る
諸
：糧
の
外
^
關
係」

間
の
ゝ
根
本
的
關
係
を
形 

j

成
す
る
。 

，

|

 

.

社
#

が
存
續
し
#

る
爲
め
に
生
產
行
程
は
不
斷
に
Ml 

新

せ

ら

れ

ね

ば

な

ら

な

い

。

：：

或

る
.

一
足
の
時
»

に
或
る 

| 

:

一.
定
量
の
小
麥
や
長
靴
や
肌
衣
等
が
生
產
せ
ら
れ
、
此 

j

 

.

等
，一

切
の
も
の
が
此
時
沏
の
間
に
消
费
し
盡
3
れ
る
も
_

\

の
ヒ
假
定
せ
ば
、
生
產
は
5E
に
時
機
を
誤
た
ず
し
て
'
1M:
; 

::
の
新
し
き
循
環
運
#
を
始
め
^
ば
な
ら
な
い
S

S

 

一
で
ぁ
る
。

一
の
循
環
を
以
て
他
の
循
環
を
持
續
し
踏
製
，
 

■
す
る
所
の
生
產
が
不
斷
に
綠
返
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
;'
'
 

此
の
循
環(

所
謂
生
產
循
琅)

の
反
磁
ど
い
ふ
立
場
か 

ら
考
へ
ら
れ
る
所
の
生
.產
行
程
は
即
ち
：#
生
產
行
程
€

:
し
て
表
示
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。

此
の
W
生
.跪
行
程

第

十

八

卷

C
1

五
.

八̂

)

雜

錄

社
#

と
向
然
と
の
平
陴
湖
係
と「

生
座
カ」

五



浪

十

八

怨C
1

五
九
〇〕

雜

:
錄

._
社
會
ミ
自
然
と
の
唂
衡
關
係
と「

生
產
ヵ」

第
十

m

Tl

が
行
は
れ
る
爲
め
に
其
の
總
て
の
物
質
的
條
件
が
再
生 

0
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
ぃ
o

■'
»

ベ
て
言
.

へ
.ば
原
料
品
を 

精
製
す
る
爲
め
に
は
織
機
が
必
要
で
あ
$

、
.

織
■

を
^

 

る
爲
め
に
は
鋼
鐵
が
必
要
で
あ
り
>
鋼
鐵
を
得
る
爲
め 

:

に
は
鐵
鑛
ミ
«

炭
が
，必
耍
で
あ
る
.

。
：
：又

鏹

鑛

.ゃ

石

炭

を 

運
搬
す
る
爲
め
に
は
鐡
遨
が
必
要
で
あ
る
か
ら
從
つ
て 

軌
道
ゃ
蒸
汽
ゃ
機
關
1&

を
必
要

.
V

し
、
E :
に
此
等
の
も 

:-

の

、

爲

に

：倉

嫌

ゃ

エ

場

設

備

等

を

必

耍

€

す

る

。
.略

言 

す
れ
ば
最
も
多
種
多
«

な
る
物
質
的
度
產
物
の:

全
系
列 

が
必
要
ミ
せ
ら
れ
る。

然
る
に
生
產
行
程
に
於
て
此
等
，
 

の
#

質
的
垡
產
物
が
或
物
«
速
が
に
或
物
は
徐
々
に
消 

滅
し
て
終
ふ
ご
い
ふ
事
を
理
解
ず
る
の
は
容
易
で
あ 

る
：。
織
匠
に
食
料
が
供
ぜ
ら
れ
"

織
機
は
*

耗
し
"

倉
«

 

は
腐
朽
し
、
機
關
車
は
破
损
し
、
軌
遒
ゃ
枕
木
が
腐
倣
す
.
 

る

W

い
：ふ
樣
に
。
故
に
又
«

生
產
に
必
要
な
る
條
件
は
V
 

消
費
3

れ 
>

掼
傷
し
'

消
滅
U

f2

る
、總
て
の
種
：々

多
様
.
 

な
る
物
質
を(

生
產

の
»

行

中

に)

斷

え

ず補

充

す

る
.

V!

い
ふ
事
で
あ
る
。
一
定
時
に
於
て
、
人
類
社
會
は
常
に
孙 

:

生
產
行
程
の
實
行
の
爲
め
に

}

定
量
の
注
活
必
！|

品
ノ 

建
築
物
、
工
業
製
品
、
農
產
物
9

各
種
の
交
通
手
段
等 

:

■を
必
要
ど
す
る
。
，器
し
も
社
會
が
典
の
生
活
水
準
の
低 

下
す
る
を
欲
し
な
い
なA
ば

、
小
麥
や
裸
麥
や
石
炭
や 

，
鐵
を
初
あ
ヴ
顯
微
鏡
や
白
羅
や
本
の
表
紙
や
新
聞
川
紙 

に
至
る
迄
總
て
此
等
の
對
象
を
生
產
し
な
け
れ
ば
な
ら 

t
'
.し
.

.

^

し
1*
^

の
#

旁
^

.

循
81

運
動
に
歸
屬
す
る
.所
' 

の
此
等
總
て
の
對
象
は」

1
:

般
的
®

生
產
行
程
の
l

® >
i

 

織
成
部
分
だ
か
ら
で
あ
る
。

.

:
要
之
、
我
々
は
社
會
ビ
自
然
K

の
間
の
代
謝
機
能
を 

物
質
的
行
程
ど
考Y

る
：。̂

^
は
疋
に|

の
物
質
的
行
程
：
 

で
あ
る
:1
6

:何
故
か
ど
言
ふ
K
そ
れ
は
物
質
的
對
象
に
J
 

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
o(

勞
働
對
象
、
勞
働
耍
具
及
生
. 

活
必
需
品
、，總
て
は

物
質
的
の
も
の
で
あ
る)

。他
方
勞 

働
行
辟
興
物
は
勞
働
者
の
肉
體
的
活
動
に

於
て
具
體
的 

亿
現
は
れ
る
所
の
生
现
學
上
の
尤
ネ
ル
ギ
ィ(

神
’經
、

'
筋
肉
等)

,の
消
®
で
あ
る
ふ
1
此
全
行
程
を
其
結
果
即
ち 

生
產
物
の
立
®
か
ら
觀
察
す
る
時
は
V 

.勞
働
用
具
及
.び 

勞
儆
i
象
.の
双
方
は
生
產
機
關V」

し
て
そ
し
て
勞
働
其 

物
は
生
產
的
勞
働
ミ
し
て
現
は
れ
る
。」

oK
a
u
t
a
l

で 

1
,
Hamburg-. 

S. 

i
a

パ〕

更
に
又
、
人
間W

自
然
ど
の
間
の
代
謝
機
能
は
物
質 

的
の
.工
ネ
ル
ギ
ィ
を
自
然
か
ら
社
#

の
中
に
掬
汲
し
來 

る
の
一
事
に
存
す
る
事
前
述9

如
く
で
あ
る
。
故
に
人 

間

のH

ネ
ル
ギ
ィ
を
豫
め
消
費
す
る
ど
い
'

ふ
事(

生
產，3 

は 

>
 や
が
て
は
11
:
會
に
交
：付

さ

れ(

社

會

各

員

.
の

下

に
 

於
け
る
生
產
物
の
分
配)

且
つ
«:
#
に
ょ
つ
て
ぬ
“

 

に
®

せ
ら
る
可
き(

消
費)

所

のH

ネ
ル
ギ
ィ
を
自
然
か 

ら
掬
汲
す
る
き
い
ふ
事
で
あ
る
？
社
#
に
；ょ
る
エ
ネ
ル 

.ギ
-T

の
此
0
消
费
は
ょ
り
廣
汎
な
る
消
®
め
爲
の
某
礎 

を
形
怍
石
。斯
の
如
く
し
て
»
生
產
'の
輪
は
囘
轉
す
る
。 

故
に
總
括
他
に
之
を
觀
れ
ば
诉
生
淹
行
程
は
機
々
な
方 

面
に
連
繫
し
其
の
總
て
が
集
つ
て|

體
を
形
成
す
る
も

め
.で
め
る
が
、
而
も
此
の
銃V
體
の
S

磔
は
注
齑
行
S
 

/
に
存
.す
る
.
蓋
し
何
人
も
認
め
W
る

如
く
人
類
社
脅
が 

最
も
直
接
に
最
も
密
接
に
外
界
C0
;
自
然
ご
搂
觸
す
を
の 

は
實
に
生
產
の
行
程
^

於
で
ー
办
る
。
生
產
も
分
配
ら 

M

に
消
费
も
W

生
塵
行
程
の
內
，
^
に
於
て
決
足
す
る
。

,;
IL

會
的
生
產
の
行
程
は
火
顧
社
會
が
外
界
の
南
然
に
.
 

對
す
る
^
a

應

で

あ

る
.0

併
し
典
れ
ば
又
同
時
に
一
の
， 

動
的
行
程
で
ぁ
る
o

若
し
何
等
か
の
®/
物
が
^
：然
に
適 

應
し
て
居
る
ビ
す
れ
ば
 

>
:
彼
等
は
自
ら
の
特
質
に
從
つ 

て
自
然
の
村
料

V
J

し

て

環

境

の

の

作

用

に

服

し

て

.：
 

f

の

で

あ

る
.0
然

る

に

人

類

社

會

が

適

應

し

て

居

る 

€ s

ふ
圾
合
に
は
バ
其
れ
が
顼
榄
を
掛
ら
に
適
應
せ
し 

め
乍
ら̂
!

ら

も

亦
環
境
に
適
應
し
て
居
る
。
社
會
は
# ;
: 

料
ビ
し
，て/n

z

然
の
作
用
に
服
す
る
け
れ
ざ
も
問
時
に
出 

然
を
社
會
の
爲
め
の
材
料
に
變
じ
る
。
例
へ
ば
或
る
昆 

虫

ど
か
M
類
S

か

'
此
等
の
動
物
の
住
ん
で
倍
る
S

境 

に
對
し
て
®

®

色
を
持
つ
て
®

る
堤
合
に
、
此
事
が
、
常

笫

十

八

嵇

(

一
五
九
一)

雜

錄

社

#

#
自
然
と
の
乎
衡
關
係
とr

生
座
力」

31
土



笫
十

八

綹(

一

產

1)

錄

社

#

と
自
.然
&
.の
¥
衡
關
胳
と「

生
逄
ガ
一

該
有
機
體
の
何
等
か
の
努
カ
の
結
果
で
あ
る
S

か
、
又 

.

は

外

界

の

自

然

に

及
^;
せ

る

彼

等

の

作

用

の

結

架

で

あ 

る

ど

炉.
い

ふ

都

は

決

し

：て

考

へ

得

ら

；
れ

な

い

.。

此

場
合 

に
於
け
：る
斯
の
如
き
結
果
は
、
幾
千
年
の
經
過
の
間

(: 

最
も
自
然
^
適
應
せ
ろ
も
の
，ゝ

み
が
殘
存
し
、結
合
し
、 

斯
く
て
無
數
の
«
類
の
も
の
が
®:

:一
 

な
る
種
類
の
も
の 

に
依
つ
て
驅
拯
せ
ら
.

れ
た
ビ
.

い
ふ
事
に
歸
せ
ら
れ
る
o 

人
類
社
#

は
金
く
之
に
異
な
る
。
そ
れ
は
自
然
ビ
闘
爭 

す
る
。
彼
等
は
地
を
耕
し
"
原
始
林
を
伐
採
し
て
道
路 

，を
通
じ
、：
自
然
の
力
を
制
御
し
て
之
を
自
ら
の
目
的
に 

利
用
し
、
地
上
の
形
き
斯
い
か
^ >
« >

心
ト
6

0

此
は
決 

し

.て

受

動

的

の

逾

應

で

は

な

く

て

一

の

能

動

的

適

應

で 

あ
る
？
蘇
に
人
類
社
龠
ビ
總
て
の
他
の
動
物
秫
鹿
ヰ
の 

間

の

.
本

質

的

相

違

の

一
つ
が
#

在

す
る
の
で

あ

る0
: 

(BuchaHn. 

ss. 

116-121)

四

：

斯
く
て
社
會
ビ
自
然
ビ
の
間
の
代
謝
機
能
.の
行
程
は

に
ぁ
つ
て
僅
か
に
手
か
ら
ロ
へ
.

の
：生
活
を
考
慮
す
る
紀 

止
^

5

る
。
人
は
食
ひ
盡
し
た
も
の
♦

た
け
.

を
生
產
し
、
丑 

つ
勞
働
し
#

ん

が

爲

め

に

食

す

る

に

：過

ぎ

な

.
い
。

全

體 

の
：時

間

は

唯

之

れ

だ

け

の

生

產

物

の

a

を
生
產
す
る
爲 

め
に
適
用
せ
ら
れ
る
。

' 

社
#

は
此
の
憫
ひ
可
き
生
活
水： 

维
に
停
ま
づ
で
茲
に
欲
望
の
：生
長
は
不
可
能
で
ぁ
る
。

さ
て
我
々
は
、
緊
要
な
る
：生
產
.

物

の

右

：の

量

が

，

何

.
 

等

か

の

，原

因

に

依

つ

て

、
，̂

勢

働

時

間

を

浪

費

せ

ず

し
 

て
其
の
年
分
の
時
間
で」

獲
得
せ
■ら

る」

：ど
豫
想
し
樣
：
 

ぅ
。
：(

例
へ
ば
原
始
㈣

れ
の
遊
收
民
が
，一
一
倍
だ
け
多
く 

の
動
物
の
住
む
土
地
、
或
は
ニ
倍
だ
け
豐
沃
な
土
地
へ 

移
住
す
る
如
き
、
若

く

は
彼
等
が
耕
作
の
方
法
を
變
：へ. 

る
ミ
か
新
し
い
道
具
を
發
朋
す
る
^
'
か
ビ
い
ふ
樣
な
揚 

合

)

"

然
ら
ば
其
社
會

J
2

於
て
は
?

彼
等
の
從
來
：の
勞
働 

時
：間
の
半
分
だ
け
が
全
部
解
放
せ
ら
れ
.

る
。
社
會
は
此 

の
解
放
せ
ら
れ
た
る
時
間
を
新
し
き
生
產
部
門
の
爲
怂 

に「

如
ち
：新
し
い
道
具
を
製
造
し
た
か
,
新
し
ぃ
原
料

;
«:
會

的

再

氹

產

の

行

程

で
ぁ
る
。
此
行
程
に
於
て
社
會 

は
人
間
の
勞
働
の
エ
ネ
ル
ギ
ィ
を
消
赀
し
て
一
蓋
の 

自

然

の

エ
ネ
ル
ギ
ィ
へ
^

卩
ド
が
自
然
物
質
^
稱
べ
る 

も
の)

を
®
得
す
る
。
此
際
に
^
ず
る
所
の
其
差
额
が 

明
か
に
、
全
社
#
の
發
M
に
對
し
て
決
定
的
の
重
要
性 

を
有
し
て
居
る
。
收
入
が
支
出
に
超
過
す
る
や
西
や
。
 

超
過
す
^
せ
ば
幾
何
の
超
過
な
ら
や
。
此
超
過
の
度
合 

如
啊
に
依
つ
て
甚
だ
多
く
の
事
が
左
右
せ
ら
れ
る
。

'

今
、
或
社
會
が
其
の
最
も
緊
婴
ミ
す
る
所
の
欲
蟹
を 

覆
は
ん
が
爲
め
に
典
の
全
勞
働
時
間
を
提
供
せ
ざ
る
可 

ら
ざ
る
も
©

w

假
觉
せ
ば
、
此
事
は
消
®

せ
ら
る
、
生 

活
必
■

品
の
其
量
だ
け
正
に
斯
の
如
&

生
產
物
が
生
'產 

せ
ら
れ
其
れ
以
上
を
生
產
し
な
い
i

い
ふ
事
を
竟
味
し 

て
居
る
:0
:

此
場
合
に
社
會
は
或
は
生
產
物
の
餘
剩
量
を
，
 

へ
生
產
す
る
ご
か
、
或
は
彼
等
の
欲
'

望
を
»

め
る
«

か
、 

或
は
又
何
等
か
，の
新
生
產
物
を
生
產
す
る
爲
め
の
時
間 

の
餘
裕
を
持
つ
て
居
な
い
。
社
會
は
艱
難
s

i

x

0

間

を
.

獲
得
し
.

た
b

す
る
報
の
.

爲
め
.

に
：、
贺
.

に
進
ん
.
C

は
'.或 

種
の
精
神
的
勞
働
の
爲
め
^

適
用
す
る
事
が
出
來
る
。
 

茲
に
新
し
き
欲
製
の
座
®
が
可
能
で
あ
る
。
茲
に
又
初 

め
て
所
謂
精
神
的
文
化
の
發
生
:̂

變
股
？
が
可
能
ど
な 

る
o

而
し
て
若
し
も
，
今
や

1

度
解
放
せ
ら
れ
た
る
時 

間
が
從
來
の
勞
働
形
態——

今
は
一
部
門
€
な
れ
る
所

の
-

-

-

-

-

-を
完
成
す
る
爲
め
に
適
用
せ
ら
れ
る
な
ら
ず
、

典
の
結
果

V
J

し
て
、
將
來
に
於
て
は
、
從
來
の
欲
望
を
充 

足
す
る
爲
め
に
、
，最
早
や
全
勞
働
時
間
の
半
分
の
量
を 

消
费
:t

る
の
必
要
な
く
、
ょ
り
少
量
の
時
間
に
て
足
る 

だ
ら
ぅ

バ
此
事
は
勞
働
行
程
比
於
け
る
新
し
き

完
成
を 

顯
著
な
ら
し
め
る)

。
斯
く
し
て
其
れ
に
績
く
所
の
洱
生 

•

r

の
循
環
に
於
て
順
次
ょ
A

益
々
少
最
に
て
足
る
だ
ら 

ぅ
:0
解

放

さ

れ

た

る

時

間

は

 

>

 

次
第
に
典
れ
が
增
加
す 

る
に
從
つ
て
、
第

|

に
常
に
益
々
新
し
き
道
具
、
器
具
、 

機
械
の
製
造
に
適
用
せ
ら
れ
、
M

—.'
一
 

に
新
し
き
生
*

®

 

門
新
し
さ
欲
望
に
旆
應
せ
ら
れ
、
第
彐
に
精
神
的
文
化

第

十

八

卷
2

五
九
三)

雜
錄
社
會
と
自
然
と
の
苹
衡
關
係
と「

生
產
カ
ー

玉
五



第

十

八

猞(

一
五
九
四)

雜

錄

.

社
會
I

然
と
の
平
衡
關
係
と

「

生
遗
カj 

第
十一

鬼

£
、
;:
. 

就
中
，種
々
の
形
で
生_

程

に

結

び

付

け

ら

れ

て

居

る

に

な

つ

た

ど

假

足

し

樣

ぅ

。

(

例
へ
ば
社
會
に
間
斷
な
き

次
に
右
の
«

合
ヒ
は
反
對
に
>

 

從
來
其
の
爲
め
に
全
支
配
す
る
事
の
出
來
な
い
ri
r
fの
f

』

®

つ
て
、
M -
の 

1

L.
:

«

時
間
I

f

せ
る
I

s

緊
切
な
る
欲
f

發
逮
せ
る
技
術
を
具
有
す
I

產
行
s

f

し
F

_

_

l

!l
p

_

 

j

 

_

_

l

i

 

逆 i

 

1

:
ヒ
这
>
?
^
:

::

力

生

ず

る

此

時
&:

章
は
從
來
の
欲
踅
を
充
足
せ
し
む 

(

仞
へ
は
土
地
.の
疲
雙
ヒ
、い
ふ
糜
な
原
因
で)

、
11
も

可

ミ

ひ

厂
f

 

: 

、
C
 

:

す

〜

.

•

:

 

ト
る
爲
め
に
實
に
想
像
さ
れ
得
な
い
程
非
常
に
多
く
の
時 

等
の
新
し
い
勞
働
方
法
も
見
出
さ
れ
ず
、
又
何
等
の
®

\ 

J
, 

i
, 

r 

V

L

'

P
 

, 

i

逢

ん

H 

匕
：V

 

、

. 

>

■

?

取
4
必¥

V
J

す
る
に
逄
ひ
な
い
テ
生
游
は
減
退
し
、
古 

化
も
行
は
れ
な
い
場
合
に
I於
：て
は
、
其
社
會
は
退
步
し
：

：

•ミ
k 

j

:

:
,
，

，
l

v
 

I

ソ

_

_

p

_

.

.

'

:

L

:生
活
は
萎
縮
し
、
：.社
.

會
は
頹
廢
す
る
。
そ
し
て
若
し
も

學
S

I

を
持
つ
所
の
、
旣
i

f

達

し

た

社

以

上

引

馨

る

？

の
S

に

於

て

す

可
 

,

ー.
其
:;
0

皇

の

：充
足
に
當
つ
て
1

の

麗

に

逄

著

爲

は

何

で

あ
る
か
。
S

は
社
會
の
I

n

論

|

請

八

、

V
;

勞

き

に
依
て
決
定
せ
ら
れ
る
，

」

い
ふ
事
で
あ 

現
在
の
技
r
的
設
備
を
最
早
や
支
配
す
る
事
が
不
可
能
：
V
る
。
勞

働

生

産

性

の

意

味

す

る

所

は

如

象

■
■.

…
.....

I
.
.

.

.

.

.

.-

,

.

.

.

.

…

物
の
悬

V」

1

3

れ
れ
る
勞
カ
の
S

ど
の
間
の
關
係
で
あ
,
■

:

る

、
所

の

人

間

の

勞

働

の

消

費

を

支

w

s

し

v

顧

®

し 

る
。r

換
言
せ
ば
勞
働
生
爺
性
ど
は
，勞
働
時
間
の
單
位
に
.

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。，
例
へ
ば
荞
し
も
或
る
生
產
物
♦か 

對
す
る
生
產
物
の
景
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
日
ミ
か
—

時
核
め
殆
ざ
道
具
な
し
で
唯
-
手
だ
け
で
作
り
出
さ
れ
て 

間
ビ
か
.

一
筒
年V

か
に
働
い
て
狼
た
る
生
產
物
：の
.

量
で
居
る
時
に
，
人
が
非
常
に
祓
雜
な
機
械
を
使
用
し
て
生 

*'

る
。：、若
し
も
勞
働
時
間
：に
對
す
る
生
產
物
の
最
が
1

1

一
產
を
行
ひ
ご
此
の
機
械
の
應
;T
J

に
依
つ
て
此
時
二
倍
だ 

倍
に
增
加
す
る
な
ら
ば
人
は
‘

勞
働
往
產
性
が

r

一
倍
に
增
■

■

け
多
く
の
生
產
物
を
猥
得
し
た
S

し

て

も

"

此

揚

合

に 

大
し
：た
ヒ
言
.

ひ
？
若
し
も
其
れ
が
半
分
に
«
じ
た
場
合
::
は
未
だ
全
祉
會
に
^

つ
て
勞
働
生
產
性
が
ニ
倍
に
增
加
.
 

に
は
.

勞
働
生
產
性
が
半
分
に
な
つ
た
i

一
戸
ぶ
,0

し
た
も
の
4

は
言
は
れ
な

い
。
此
時
に
我
々
は
機
械
の 

.

社
.

會
的
勞
働
の
生
產
性
が
全
く
嚴
密
に
社
會
ビ
自
然
：
.

.

製
造
た
®
さ
れ
た
る
人
間
の
勞
働
へ
も
つ
ヾ

」

正
»
に
言 

ど
の
間
に
全
差
额
を
表
示
す
る
も
の
だ

ビ
い
ふ
事
が
容

ベ

ば

此
機
械
の
消
雜
に
依
つ
て
生
產
物
に
移
入
せ
ら
れ 

易
に
®
解
せ
ら
れ
る
0

斯
く
て
又
社
會
的
勞
働
の
生
產
一
：
た
る
，あ
の
勞
働
部
分

)

を
未
だ
算
入
し
て
居
な
い
か
ら 

性
は
環
境
亡
龃
織
(£
の
間
の
，か
の
交
a

關

係

の

指

示

器

で
：あ
る
0

勞
働
生
產
性
の
增
加
は
茲
で
は
一
一
倍
當

も 

で
あ
る
。.
其
は
環
境
に
於
け
る
此
組
織
の
地
位
を
決
定
一
如
^ -
h

の
で
あ
る
。

<
S
S

V;I
2
I
-
I
2
^

し
，
其
の
變
化
は
社
傘
の
全
內
部
生
活
に
於
け
る
必
然
 

五

的
變
化
の
方
向
を
指
示
す
る
。

.

.
:
:
ペ 

：「

既
述
せ
る
所
に
依
つ
て
明
か

«

る
如
く
、
自
然
ミ
社
.

;

併
し
社
會
的
勞
働
の
生
康
性
さ
い
ふ
如
題
を
取
扱
ふ
|

會
皮
の
關
係
は
1

方
注
產
せ
も
作
把
る
有
州
ユ
ネ
ル
ギ
： 

.

に
.

常
つ
て
我
々
は
又
か
の
勞
働
要
具
の
製
造
に
適
用
さ
ぃ
.

ィ
の
景

W

他
方
社
#

的
勞
働
の
消
费
e

の
間
の
關
係
の
.

:

猜

十

八

卷

a

五
九
五)

雜

0

，社
會
とe

然
と
の
屯
衡
關
係
と「

生
產
カ」

.
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第
十
八
卷
ハ
ー
3£

九
六
0

雜

錄

中
に
、

即
ち
社
會
的
勞
働
の
生
產
性
に
依
っ
て
表
示
：せ 

も
れ
る

例
し
乍
ら
社
會
的
勞
獅
の
：消
費
は
上
*

の
如 

•
ぐ

ニ

っ

の

部

分

か

ら

成

立

っ

ぃ

、

4

は
生
齋
要
具
中
に
包 

含
せ
&
る
、
勞
働
で
あ
っ
て
、
他
は
現
實
の
勞
働
即
ち 

，現
.實
の
勢
働
力
の
消
費
で
あ
る
。
故
に
勞
働
生
淹
性
の 

ゆ

を

其

の

物

質

的

構

か

の

a
か
6
考
察
し
て
次
：の 

三
つ
の
量
を
擧
げ
る
.事
が
：.出
來
る
°
第
一
、
產
出
せ
ら 

れ
た
る
生
蓮
物
の
量
、
第
二
、
.
生

產

要

具

，
の

量

、
.
第
一
ニ 

勞
働
ヵ
の
量
即
ち
現
實
0
勞
働
者
。/

之
等
三
っ
の
量
は
.
 

總
て
相
S
的
に
關
聯
し
て
居
る
。
.若
し
も
我
々
が
生
產 

要
具
の
狀
態
が
如
何
で
あ
る
か
、
勞
働
者
，の
狀
態
が
如 

何
で
あ
る
か
を
知
る
ビ
，

又
我
々
.は
或

る
一
.定
の
勞
働 

*

間

で

幾

何

が
生
產
せ
£
:れ
：を
か
を
知
る
靡
が
出
來 

る
r
此
の
ニ
っ
の
量
に
侬
っ
て
又
第
三
：の
量
I

產
出 

せ
ら
る
、
生
產
物
I

が
決
窀
せ
ら
れ
る
。
此
が
ー
一
っ 

の
量
_へ

(

即
ち
生
產
宴
具
，の
*

)£
:
勞
働
カ
の
最)

が
我
タ 

が
以
て
社
會
の
物
質
的
生
か
カ
ご
名
#
ぐ
る
所
の
も
の

肺
會
と
自
然
と
の
平
衡
關
係
と「

虫
產
力
,-
-

第
十
一
雛

芄
A

を
形
成
し
包
括
す
る
。
若
し
も
我
々
が
成
»
會
が
如
何 

な
る
又
谶
何
の
钜
產
要
具
を
處
现
し
、
幾
何
の
又
如
可 

な
る
勞
働
者
を
有
す
る
か
を
知
る
な
ら
ば
、
电
事
こ
^

 

つ
て
我
令
は
又
社
#
的
勞
働
の
生
產
性
が
如
何
で
ぁ
る 

か
、
如
何
な
る
程
度
迄
社
會
が
自
然
を
支
配
し
、
如
阿 

な

：る

程

度

迄

社

會

自

ら

が

自

然

、
に

適

應

し

て

g

る
か
^

 

い̂

様
な
事
を
知
る
;:
0

換
言
せ
ば
生
產
要
具
ど
勞
働
.力 

の
中
に
我
々
は
社
會
的
發
展
の
.稃
度
に
對
す
る
 

一I
の
'i
H

 

確
な
る
指
示
器
を
持
つ
-
、

’

然
れ

V

も
我
々
は
此
の
事
實
の
中
に
何
物
か
を
ょ
り 

深
ぐ
洞
察
す
る
事
•か
出
來
る
0

其
れ
は
生
產
要
具
が
又 

勞
慟
力
を
狹
定
す
る
^

い
ふ
.

事
て
；ゐ
る
。
例
へ
J

H
lt
#

 

的
勞
働
の
組
織
に
植
字
機
ど
.い
ふ
P
の
.
が

附

加

せ

ら

れ 

た
場
合
に
は
又
其
れ
に
適
職
し
て
訓
練
せ
ら
れ
た
る
勞 

働̂

•

か
生
ず
る
：。
凡
そ
勞
働
行
程
の
內
部
に
協
働
す
る 

.

所
の
要
素
は
人
間
^

!

物
®

ど
の
„

で
は
な

_

て

J

の 

組
織
.

で
あ
る
。
此
の
®

織
內
に
於
て
各
々
の
物
.

己
各
々

の
人
ミ
が
.

m

は
^

彼
等
の
場
所
に
置
か
れ
て
居
る
の
で 

お
つ
て
、
且
つ
其
の
一
は
他
の
物
に
靡
*
せ
し
め
ら
れ 

て
居
る
の
で
ぁ
る
。
故
に
若
し
も
或
る
：生
產
耍
具
が
我
：
 

々
に
與
へ「

ら
れ
る
場
合
に
は
、
、
此
の
事
に
依
つ
て
、
又 

之

a

適
應
せ
る
勞
働
者
が
存
在
し
て
居
る

V」

い
ふ
事
が
 ヾ

自
ら
理
解
せ
ら
れ
る
。；
更
に
我
々
は
生
產
要
具
其
物
の 

下
ば
ニ
大
類
別
即
ち
原
料
と
勞
働
器
具
を
區
別
す
る
事 

が
出
來
る
が
、
又
直
ち
に
勞
働
器
具
が
茁
に
其
の
能
動 

的
部
分
を
形
作
つ
て
居
る
事
に
氣
付
く
だ
ら
ぅ
。
之
を 

以
T'

人
は
原
料
を
加
工
ず
る
か
ら
で
.

ぁ

る

。
：
：
今

：人

が

其 

社

會

に.：

斯

々

の̂

具

が

現

存

し

て

居

る

ど

言

ふ

な

、ら
ば

' 

興
の
事
に
依
つ
て

(

我

：々

は

苒

生

產

，の

1£

常
»

る
進
行 

:

の
場
合
を
考
へ
.

て

)

自
然
：に
其
處
に
は(

又
其
れ
に
適
應 

せ
る
原
料
が
存
在
し
て
居
るW

い
，，ふ

事

が

出

來

る

0

:
.斯
I
 

ぐ
て
我
々
は
全
然
明
白
に
：、「

次
の
如
ぐ
主
張
し
得
る
。
 

.

4
& >
,

„

^

^

.

の

交

互

關

係

の

た

め

の
]£
確

な

る

の
.

紐
織
即
ち
此
耻
會
0

技
猶
.

で
.

か
'̂

。
l'
f'

0'
撕
勒
处 

生
產
カ

€
社
會
的
勞
働
の
生
產
性
ビ
は
此
技
術
の
中
に 

表
示
せ
ら
れ
る
。「

骨
の
遺
物
の
檣
造
が
旣
に
C

び
尜
つ 

.

た
動
物
®
腸
の
身
體
組
織
：の
認
識
に
對
し
て
有
す
る
其 

0

同
じ
重
要
性
を
、
勞

働

耍
;*

の
遺
物
は
旣
に
亡
び
*

 

つ
允
諸
々
の
經
濟
的
社
會
形
锻
の
剑
斷
に
對
し
て
有
し 

て
居
る」

。

f
M
a
r
x
:

 

D
a
s

 

K
a
o
i
t
a
L

 

B
d
.

 

L

 

s
,

 

1
4
2
)

 

「

何
が
造
ら
れ
る
か
で
は
な
<

 

如
何
に
し
て
如
何
な
る 

勞
働
耍
具
を
以
て
_

造
;&
»

か
が
諸
々
の
經
濟
的
㈣

れ 

を
區
別
立
て
る
も
の
で
ぁ
る」

。

(
e
b
e
n
d
a
)

■
.

我

//
は
又
他
の
方
法
で
此
間
題
の
解
答
に
達
す
る
事 

が
出
來
る
。
我
々
'は
動
物
が
s

然
(■
■:適

應

す

る

事

を

知
 

つ
て
居
る
。
然
ら
ば
此
の
適
應
は
如
何
な
る
點
に
存
す 

る
か
と
言
ふ
に
，
其
れ
は
之
等
動
物
の
諸
器
官
即
ち
四 

脚
や
顎
骨
や
鰭
等
の
變
形
に
侬
つ
て 

<
ぁ
る
。
此
は
一 

の
受
働
的
な
生
物
學
的
適
應
で
あ
る
。
然
る
に
人
類
社

物
ル
的
指
示
器
を
形
成
す
る
も
の
は
社
會
的
勞
働
器
具
/

#

は
能
動
的
に
適
應
す
る
"
生
物
學
的
で
は
な
ぐ
て
技

:

ン
ン
饿
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八
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五
九
八)

雜

錄

-
 

I

一
 

雛

A

O

的
S

應
す
る
。「

勞
I

具

は

勞

働

雷

|

霞

，
產
S

S

も
S

P

象
^

の
間
に
捕

入

す
る
.

所
の
い
ま
た
此
對
象
に
對
す 

る
：被
れ
:0

活
動
の
道
具
と
し
て
彼
れ
に
役
立
つ
所
の
一 

の
物
で
あ
り
，
或
は
そ
ぅ
云
ふ
諸
々
の
物
の
複
合
體
で 

*

る
。
：

斯
く
て
自
然
物
そ
の
物
が
彼
れ
の
活
動
の 

: f
: «

る
0

即
ち
彼
が
4

4

の
1 :

諧
^

:

 

,

一
' ®

書
の
敎
に
拘
^

^

:

其
，め
！
！
^

^

;

;

!

 

.
t -

ぼ

.

f

.の

器

官

と

な

る

0」(ebenda, 

s
.

 

I
4
r

 

N
.

 
B
.
)
^

の
如 

き
方
法
で
人
類
社
會
は
其
の
办
« >

の

形

で

.
器

宫

の

人

エ
 

的
組
織
を
創
造
す
る
0

此
の
も
の
が
社
，
に
於
け
る
自 

然

と

の.
■
接

の

能

動

的

滴

應

を

表

示

す

る

の

で

あ

る
，
: 

即
ち
以
上
の
問
題
を
此
の
見
地
：か
，&

考
察
し
て
も
同
' 一：： 

の
撕
案
即
ち
自
然

V」

社
會
迄
の
關
：係
に
對
す
る
IE

7!
な 

る
.

物
質
的
指
示
器
は
社
#
の
技
術
的
組
織
で
あ

る
.ど

い

， 

ふ
§*
案
に
圈
達
す
る o

(

tducharin 
“
 

S
S
.

 

1
2
5
.

1
2
00)

■: ,
v
:

六
.

.

：

飜
つ
て
今
全
行
程
を
總
括
的
に
考
察
す
る
ビ
、
苒
生

’
::
斷
の
攪
亂
及
び
恢
復
の
行
程
■

で
あ
る
事
が
分
る
9
 

先

づM
a
r
x
.

は
單
純
W
生
產
€
膦
張
再
生
產
i

^

M
 

別
し
て
居
る
。
で
は
如
何
な
る
場
合
が
單
純
洱
生
產
の

^
行
は
る
、
場
合
で
あ
る
か
。

》 

.

. 

.

.

. 

.

一

V

 

.
生
產
行
程
に
於
て
ば
明
に
生
產
要
具
が
消
费
せ
ら
れ 

一
る
。(

源

料

は

：加

工

せ

ら

れ

"
：

機
械
油
"
掃
除
器
具
の
如 

;.

さ
補
助
要
具
が
使
用
せ
ら
れ
、
機
械
そ
の
物
、
X

#
、
 

各
®
の
道
具
が
利
用
せ
ら
れ
る
。)

他
方
、

か
も
亦 

消
®

せ
ら
れ
る
。(

人
が
勞
慟
す
る
場
合
に
は
彼
は
其

勞 

働
力
を
消
費
す
る
の
で
あ
る
o

而
し
て
此
事
は
一
定
の 

费
用
を
必
要
£

、
_

れ
穴
依
？

此
勞
働
力
は
再
び
：
 

恢
復
せ
ら
れ
る
。
}
故
に
生
產
行
程
を
吏
に
進
ん
1?
行
ふ 

た
S
K

は
生
產
行
程
其
物
に
於
て
、
及
び
其
の
援
助
を 

雜
A

て
、
此
の
行
程
に
於
て
消
滅
に
歸
し
た
る
も
の
を 

生
產
す
る
事
が
必
媒
で
あ
る
。
例
へ
ば
織
物
エ
業
に
於 

て
原
料
ど
し
て
棉
花
が
消
費
3

れ
、
又

織

機

が

使

用

3

れ

る

■
而
し
て
更
に
進
ん
で
生
產
を
行
ひ
■得
る
爲
め
に
允
ず
平
銜
の
攪
働

C

產
出
せ
ら
れ
^i

る
注
S

物
が
消

;̂ 

は
.同
時
に
嵇
花
が
栽
培
さ
れ
 

>
'織

機

が

製

作

さ

れ

ね

ば

す
るv

j

い
ふ)

S

5C

の

恢

筏(
興
れ
が
新
し
き
も
の
に 

な
ら
な
い
。
或
る
場
所
で
は
®

花
が
消
失
し
て
織
物
に
依
つ
て
補
充
3

れ
る
^

い
ふ

)

が
生
ず
る
。
併
し
此
の 

變
換
5

れ
、
他
の
埸
所
で
は
織
物
が
消
失
し
て

(

勞

働
‘

恢
復
は
,

い
^

事
0 '
1

い
行
は
れ
る
。
即
ち
消
費
せ
b

 

考
に
依
つ
て
消
®

せ
ら
れ
る
如
き)

棉
花
が
生
す
る
。

れ
だ
^

丁
度
同
じ
だ
け
が
生
產
せ
ら
れ
、
K

れ
ド
"同
じ 

或
場
所
で
'

は
織
機
が
消
失
し
て
他
の
場
所
で
は
其
れ
が
だ
け
が
再
び
消
費
せ
ら
れ
、
乂
巩
び
丁
度
同
じ
だ
け
が
。
 

作
り
出
3

れ

る

,0
換
言
せ
ば
或
場
：所
に
於
て
消
費
せ
ら

生

產
せ
ら
れ
る
ビ
い
：ふ
樣
に
洱
生
產
は
常
に
同
|
の
舞 

る
、
所
の
、
‘生
產
に
必
要
な
る
嬰
素
は
他
の
場
所
に
於
一
踏
を
反
®

す
る
。

で
生
產
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
生
產
.

の

た

め

に

一

，4
i ,

か

4

き

办

の

場

合

に

は

や

、

之
マ

」

異

な

る

_

を 

必
要
な
る
も
の
、
不
斷
の
補
償
が
行
は
れ
ね
ば
な
ら
な
皂
す
る
。
其
時
に
は
我
々
が
旣
に
見
れ
如
く
、
社
會
的 

い
0

而
し
て
此
の
植
償
が
消
失
せ
.

る

も

の

，
？

正

確

に

同

'

'■

勞

働

のj

部
が
解
放
せ
ら
れ
て
社
會
的
生
產
の
擴
張 

U

,

で

あ

る

如

く

行

は

：れ
，た

場

合

に

我

々

「

は

軍

純

：冉

生

產

： .
(

他
の
新
し
き
部
門
、
古
き
部
門
の
擴
賬)

、
に
輸
问
せ 

が
爲
さ
れ
.

た
S

言
ふ
？
此
揚
合
は
：、
社
#

的
勞
働
0

生

ら

れ

る

。
即
ち
以
前
に
存
在
し
て
厝
た
生
產
の
耍
素
が 

產
性
が
同

1

の
狀
態
に
停
滯
し
、.
：生
產
.

力
が
進
步
サ
ず
生
產
せ
ら
れ
る
許
り
で
な
く
、
新
し
&

要
素
が
生
簏
の
一
； 

«:

會
が
進
步
も
退
步
も
し
な
い
年
い
ふ
あ
の
場
合
に
符
領
域
に
投
入
さ
れ
る
。
生
產
は
同
一
の
道
を
繰
返
さ
す 

合
す
る
？
そ
は
.

容
嚴
に
理
解
せ
ら
れ
#

る
如
く
社
會

V
J

同
一
の
循
環
を
行
は
ず
し
て
、

ょ
り
廣
汎
に
擴
げ
ら
れ 

自
然
ミ
の
[£
1

筮
的
平
衡
關
係
の
揚
合
で
あ
る
？
茲

に

斷

る
0

こ
は
擴
r o
K

生
.

の
場
合
で
あ
る
。
人
は
茲
で
，は 

第

十

八

卷
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1
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九
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自
然
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笫

十

八

卷

(

1

六
〇
0

)

雜

錄

瓧

會

と

包

然 

平
衡
が
違
つ
^

形
で
恢
復
せ
ら
れ
る
の
を
減
る
。
消
赀 

せ
ら
れ
れ
も
の
よ
り
も
よ
り
多
く
が
生
產
せ
ら
れ
、
.
.
よ
 

A

多
く
が
消
®
せ
ら
れ
.

、

M
に
夫
よ
り
も

A

“
多

ぐ
が 

生
產
せ
ら
れ
る
？
平
衡
は
其
の
都
度
1:
>

い̂

い

^
、
r 

k

擴
張
せ
る
基
礎
の
上
に
'

現
出
す
な
：
o
 

.こ
は
„

咖
.
：

:

號
を
持
つ
所
の
f

ハ
”
ハ
の)
.流

や

i
i

i
f

あ

」
：

最

後

に

、

第

三

の

摄

合

は

生

產

力

の

難

に

依

つ

.て 

生

す

る

。

此

揚

合

に

は

再

生

藤

行

程

が

，退

步

し

生

產

せ 

ら
れ
る
も
9

が
次
第
次
第
に
少
な
ぐ
な
る
。
即
ち
消
1

 

せ
ら
れ
る
も
の
よ
o

も
よ
~り
少
，く

生
產
せ
ら
れ
、
よ
o

. 

少

，
ぐ

消

費

せ

ら

れ

更

に

.
夫

よ

り

も

よ

“

，
少

ぐ

生

產

せ

ら
 

れ

る

如

き

で

あ

る

。

.

此

裼

合

に

も

亦

再

生

產

は

，同

-
一
の 

循

環

運

動

を反
覆
し
な
い
。
併
し
其
の
都
度
に
よ
.

’
廣 

き
生
產
の
領
域
が
狼
得
せ
ら
れ
る
の
で
は
.

な
く
て
、

.
' 

反 

藥
に
、.
ぺ
此
の̂

域

は

次

第

に

狹

め

ら

れ

る

.。

.

.
從

つ

て

社 

t

生

活

の®

礎

は

次

第

次

第

に

.
狹

.
め

ら

れ

る

。

社

會

^

0

>

'

と
.の
平
衡
關.係
と「

生
產
カ

」

：

^

十

！
號
 

六
ニ 

；
.
，

自
然
^
の
平
衡
關
係
は
新
し
き
基
礎
の
上
に
恢
復
せ
&

 

t
る
け
れ
ど
も
、
而
も
此
の
基
礎
は
漸
次
縮
少
せ
ら
れ 

る
。
同
時
に
社
會
そ
の
物
は
此
の
常
に
益
々
縮
少
す
る
. 

j

所
の
生
活
某
礎
を
彼
等
の
注
活
蕋
礎
の
部
分
的
破
壤
の 

/■
方
法
に
依
.つ
て
の
み
自
ら
に
適
應
せ
し
む
る
。
こ
は
® -

:

¥

咖
記
號
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f

T:
i 
ハ 

S
 
き
4
き
4
«>

、.....

>

..V

.

.

.

.

. 

.

.

.

..

.

.

.

.

.

-

.

關
係
で
ぁ
る
。
此
揚
合
の
铒
生
產
を
消
極
的
擴
張
苒
生 

產
若
く
は
擴
張
不
足
生
產
ど
呼
ぶ
事
が
出
來
る
。

:
;.
さ
て
我
令
は
樣
々
な
.方
面
か
ら
此
問
題
を
瞥
見
し 

^
°
そ
し
て
其
の
何
れ
に
於
て
も
同
様
の
事
が
指
示
せ 

.

ら
れ
て
居
る
。
結
局
問
題
は
社
會
ミ

自
然
ご
の
平
«

1|

:
係

の

性

質

に

歸

着

す

る

:'
0
:
而

し

て

生

産

力

は

此

の

平

衡
 

|

關
係
の
正
確
な
る
指
示
器
S

し
て
役
立
つ
も
の
で
ぁ
る 

か
ら
、
我

々
は
其
れ
に
依
つ
て
年
衡
關
係
の
性
質
其
の 

物
を
芽
^

す
る
事
が
出
來
る
。
從
つ
て
又
同
じ
事
が

：
：

H

,

#

の
技
術
に
就
い
て
言
は
れ
#
る
ビ
い
ふ
事
は
明
か
で 

あ
.る 
o
 ■ 

(
B
u
c
h
a
l
i
n
s
s
.
‘ 
1
:2
9

1K
3
c

ベ
士 

る
事
.を知

--

^
能
.は
ぬ
の
は
自
然
.で
あ
る
し
。
，、，,ハovlrxow t 

總

て

前

述

せ

る

所

か

ら

必

然

的

亡

次

の

如

き

科

學

上

ごz
e

l
39. 

J

f
 

I
L

 ,Bd. 

S. 

53 

S

I

の
規
定
が
生
じ
來
，る
。
社

會

や

社

會

の

發

酿

條

件

や

社

も
亦
此
の
所
論
の
初
め
に
於
て
自
然
的
關
係
の
影
響
に
:.
: 

會
の
ー
形
式
や
社
會
の
內
容
等
を
考
察
す
：る
に
當
つ
て
入
關
す
る
例
を
引
證
し
た
0
:然
ら
ば
何
が
故
に
此
點
か
ら
::
.::
:
! 

は
此
等
の
考
察
を
生
產
力
の
分
析
を
以
て
又
は
社
會
のj:

出
發
し
な
い
の
で
あ
る
か
:0

何
が
故
に
方
法
論
的
出
發 

技
術
的
基
礎
を
以
て
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
此

の

斷

案

：a
を
正
に
自
然
の
中
に
求
め
な
い
の
で
あ
る
か
。
自

然

」 

を
*'

保
す
る
爲
め
に
右
の
解
.釋
に
反
it
t;
る
異
論
の
ニ
は
.̂に
疑
い
も
な

ぐ
略

<

n
§

_

が
恩
#
せ
る
如
き 

三
に
就
い
て
考
察
し
て
見
様
ぅ
。

.

:

意
味
に
於
て
技
術
に
影
響
し
て
居
る
。
他

方

自

然

が

社

: 

:.
'

:
先
づ
第
一
に
唯
物
論
の
立
揚
か
ら
爲
さ
れ
た
る
異
論
|〗

會
ょ
り
以
前
に
存
在
し
て
居
た
ど
い
ふ
事
は
又
何
人
に
..
,

: 

ぜ

し

て

H
e
i
n
r
i
c
h

 

c
u
n
o
w

::;

の
其
れ
^
擧
げ
ょ
ぅ
。
思

\

ビ
づ
て
も
明
白
で
あ
る
。
若
し
も
我
々
が
技
術
的
器
具 

ひ
ら
ぐ
、
技
術
は「

結
周
自
然
條
件
に
結
：び
付
け
ら
れ
：て

|

■•

を
以
て
人
類
社
會
の
_

礎
で
あ
る
ど
考
へ
る
な
ら
ば

Z 

:

居
：る
。「

例
べ
ば
.

r

定

の

原

料

の

存

在

ば

槪

し

で

或

輝

の

は
正
し
き
唯
物
^

^
破
壤
し
虫
る
も
の
で
は
な
い
か
。
 

■技
術
の
發
生
が
可
能
な
6

や
否
や
、：
又
其
れ
が
如
何
な

一

併
し
乍
ら
斯
の
如
き
議
論
が
何
が
故
に
茁
當
で
な
い
'M 

る
方
向
に
發
達
す
る
や
を
決
定
す
る
？ 

I

例
を
以
て
示
か
を
理
解
す
る
た
め
に
此
問
題
を
も
つ
ビ
注
意
深
く
考

r' 

せ
ば
’
或
種
の
鑛
石
や
本
材
や
金
腿
や
繊
維
や
貝
殼
の
：
■

察
す
る
事
が
必
耍
で
あ
る
。：
例
へ
ば
炭
層
な
台
處
に
於
'.
:

.缺

乏

せ
る
地
方
の
住
民
は
自
ら
獨
立
的
に
、
此

等

の

原

て
 

一
^
の
石
炭
す
ら
得
ら
れ
な
い
_の
は
當
然
で
は
あ
る 

料
を
加
工
す
る
事
や
又
之
.が
ら
道
具
や
武
器
を
製
作
す
が
、
併
し
石
炭
は
又
ボ
^
に
し
て
指
を
以
て
地
か
ら
掘

第

十

八

猞
2

六
〇
一〕

:
雜
-
,錄
社
會
と
自
然
と
の
平
銜
關
係
と「

生
產
カ」 
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■

雜
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：社
會
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自
然
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平
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産
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第
十1

诚

六

=
r

,

出
す
事
は
出
來
な
ぃ
O

V「

就
中
若
し
も
人
が
：一
度
び
石
炭
孖
炭
を
深
き
地
底
か
ら
發
掘
し
て
日
光
の
ド
に
運
び
出 

「

の有
：：：：

を
，

i
K

る
に
非
ざ
れ
ば
其
れ
を
^
來
る
事
は
至
す
事
が
出
來
た
な
ら
ば
 

>

 

其
時
レ
初
め
て
衣
炭
は
原
1̂ 

鄕
で
f

。
原
料
は
決
し
，で

c
g
o
w

の

思

惟

す

る

如
S

る

.0
原

料

供

給
^,

ぃ
ふ
様
：な
意
味
で
の
自
然
の
影 

く
自
然
の
中
に
生
ず
る
事
は
な
ぃ
。
：原
料
は

M
a
r
x

 

:

に
，

響
は

i

い
技
術
の
發
殷
の
一
結
果
で
あ
る
。
如
何
5

 

遵
へ
ば
勞
働
の
產
物
で
ぁ
る
。
其
れ
は
恰
秦
フ
ァ
エ

j

れ
ば
技
術
が
石
炭
を
獲
得
し
來
ら
f

し

限

ヶ

砦

炭 

ル
の
输
窗
や
ク
ノ
ー
氏
の
胴
衣
が
然
：フ
で
な
ぃ
さ
同
じ
は
何
等
の
効
用
を
有
す
る
も
の
1 -

は
な
く
、
又
技
術
が 

樣
に
、
決

し

內

s

v̂

^

^

來
な
ぃ
。

：讓

I

知
せ
f

し
限
り
此
鐡
鑛
は
昏

f

 

:(

r

g

o

w

 

'は
茲
で
原
料
e

諸
々
の
勞
働
對
象
ど
を
混
同
之
れ
が
人
間
に
對
す
る
影
響
a

同
檬
に
皆
膝
で
あ
つ
た 

し
て
居
る
。M

a
r
x

は
次
の
如
く
言
つ
て
居
る
。
論

い

-

か
ら
で
あ
る
。
:

に
|

>

歡

か

か

働

に

ま

：

人
類
社
會
は
勞
働
對
f

し
て
の
自
然
の
中
に
動
含 

i

f

れ
て
ぁ
る
時
に
我
5

之
を
原
料
I

I

:

奢

之

に
f

か
け
る
。
そ
は
i

f

可
き
餘
地
を 

:

總
て
の
原
料
8

働
對
f

ぁ
る
。
，併
し
？

の

勞

存

し

な

ぃ

：。
併

し

息

の

中
I

在
す
る
所
§

f

 

^

E

^

p

^

^

^

^

L

o
 

^

I. 

\
此
場
I

多
少
不
變
的
の
も§

で
ぁ
る
か
ら
之
を
以
ご 

I

f

 

^

.

 

^

l

o

 

o

s

 

i

,

n

s

_

4

x

°

變
化
す
る
も
の
は
：

.

願
，

.纖
維
等
S

料
£

て
役
立
ち
得
る
爲
め
に
適

當

社

會

的

i
l

l

る
。
そ
れ
は
自
然
の
中
に
^

^

：4

 

‘ 

の
技
術
を
必
要
€

す
る
€

い
ふ
事
を
全
然
閑
却
し
た
の
.
所
の
も
の
に
自
ら
を
適
應
せ
し
め
る
。
斯
く
て
唆
術
が 

で
あ
る
。
若
し
も
技
術
が
發
達
し
て
其
の
力
に
依
つ
て
Rr
>
あ
の
も
の
で
あ
^s
且

っ

實

に

技

術

の

此

の

_

化

が

自

然

？
她
會
ミ
0

闕
係
の
變
化
を
喚
起
す
る

も

の

ご

す

れ山
^

い

办

齑

か

ゆ

飯

溆

猙

撕

い

皆

い

山

咏

い

妒

’

ぬ

か 

ば
:)
Hi

：
脅
的
變
化
の
分
析
の
爲
，I

出
礙
s

l

f

橫

ぃ

v

fe
-

v

人
間
の
.數 

は
I

る
可
ら
ざ
る
は
明
？
 

t
o
f
h
a
r
i
n
.

 

S
S

.

の
3

(

そ
れ
は
多
か
れ
少
な
が
れ
不
斷
に
增
加
す
る

)

:.
;
 

'

ご

S
3
3
)

 

は
實
に
社
會
組
織
の
搬
張
及
び
增
大
に
他
な
ら
な
ぃ
。

:

.

:

'

,

:
/»

^
/

へ 
M

::

」

™

社
會
的
旧
1

の
叙
上
の
見
解
に
對
す
る
異
論
の
第
二
變
化
し
炎
時
に
の
み
可
能
で
あ

る

。
大
な
る
人
口
は
社 

の
も
の
は
人
ロ
增
加
の
決
窀
的
根
本
的
意
籤
を
强
調
す
:.

食
の
也
_
菡
礎
の
櫥
張
な
く
し
て
生
活
す
る
事
が
出
來 

る
所
の
：も
の
で
t

。.
日

く

人

ロ

增

殖

の

：必

然

性

は

實

4

 

<

V

に
荦
乎
ど
し
て
人
間
の
性
情
の
中
に
横
は
つ
て
居
る
。
：
:

数
の
減
少
を
作
用
す
る
に
相
違
な
ぃ
。
敗

ら

ば

如

何

な： 

我
々
|

は
其
れ
を
旣
に
人
類
.

社
會
以
前
に
見
出
す
。
そ
は
：

，る
方
法
で
斯
の
如
&

事
が
生
ず
る
か
、
產
兕
數
の
減
遇 

社
#

的
經
濟
に
先
■

だ
ち
て
存
在
し
た
所
：の
自
然
的
、.
動

—

；
に
依
つ
て
て
あ
る
か
、
人
工
的
產
兒
制
限
に
依
つ
て

>

 

物
的
、'
生
物
學
的
行
程
で
あ
る
。，；然
ら
_

ば
此
行
程
が
]£

.
 

j

あ

る

か

、
、
疾

病

に

由

來

す

る

所

の

住

民

の

絕

滅

並

に

死
 

:

に
蚤
發
展
の
基
礎
を
爲
す
も
の
で
は
な
か
ら
：ぅ
か
0

社
'

|

'

亡
數
の
增
加
に
依
っ
て
^
あ
る
か
も
转
く
は
有
機
體
の 

卜

#

的
發
達
の
、進
行
は
實
K

人
ロ
增
加
の
密
度
に
依
っ
て
早
老
的
消
耗
及
び
平
均
_

命
の
退
步
の
結
果
ど
し
て

>

^
^
'

決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。
：
 

.
あ
る
か
、
だ
が
之
等
は
別
箇
の
問
題
で
あ
る
。
社
會
の 

而
も
法
刖
は
获
で
は
金
く
反
對
で
ぁ
る
ミ
ぃ
ふ
事
が
生
活
®
礎
ヒ
社
會
の
範
»
£
の
間
の
此
の
根
本
的
關
係 

容
易
に
理
解
^
れ
る
。
即
ち
入
ロ
の
數
的
增
加
の
可
能
ン
は
種
々
0
方
法
で
其
の
活
路
が
開
か
れ
て
居
る
の
で
あ 

镇

十

八

翁(

1
六
0
三)

'
雜

錄

;
社
會
と
自
然
と
0
平
衡
關
係
と「

生
逄
カ」

；

に

：
第
十
|
號
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笛

十

八

猪

(

一
六C

四〕

雜

社
會
と
白
然
と
の
平
衡
關
係
b
•—  一 \

坐
產
力

箱
寸

锁

»■! J.*

1
i

:

若
：し
も
人
が
人
口
增
加
を
目
し
て
純
然
れ
る
生
物
學 

:

的
增
殖
行
程
で
あ
る
マJ

考
ふ
る
な
ら
ば
全
然
誤
り
で
あ 

る

:0
此

行

程

は

總

ゆ

る

可

能

な

な

社

會

的

狀

態

に

依

つ 

て
&

右
せ
ら
れ
る
。
即
ち
階
級
別
に
，
此
等
諸
階
級
の 

地
位
に
、V.

從C
V

て
又
社
會
的
經
濟
の
形
式
に
依
っ
て
左 

治
せ
ら
れ
る
然
る
に
_

會
0

形
式
，
其
の
構
造
は
生 

.產
力
の
發

達

程

度

如

何

，に

倚

據

し

て

居

る

。
.兹

に

於

て 

何
人
も
察
知
し
得
る
如
く
技
術
の
發
達
ど
人
ロ
の
變
動
：
 

即
ち
其
0
數
の
®
化

^
;
の
關

係

は

全

く

左

程

.に
猶
m

で 

は
な
い
。
へ
只
籼
雜
に
考
ふ
：る
.

も

の
:\
み

が

其

れ

が

人

間
 

の

增

加t

は

動

物

の

：增

加

「

に
於
け
る
ど
同
樣
に
原
始
的 

な
簡
取
な
關
係
^

あ
る
事
を
信
じ

#

る
の
み
.で
あ
る
。
 

例
へ
ば

1

f
t
#
に
於
て
人
口
が
增
加
す
る
た
め
に
は
生 

產
カ
が
增
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ざ
れ
ば
餘 

剩
の
人
ロ
は
生
存
し
能
は
ざ
各
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

:

.併
し
乍
ら
他
方
物
質
的
富
0
|增
加
は
其
の
結
果
匕
し
て
パ

又
總
ゆ
る
階
級
に
對
し
て
、
必
ず
し
も
人
口
の 

增
殖
を
招
徠
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
無
產
階
級 

の
家
族
が
困
離
な
る
生
活
條
件
の
爲
め
に
人
工
的
に
產 

兒
の
數
を
制
限
す
る
が
如
き
、
上
流
社
會
の
婦
人
が
容 

姿
の
衰
ふ
る
を
恐
れ
て
其
の
母
權
を
放
擲
す
る
が
如
き 

又
佛
藤
西
の
農
民
が
相
傅
の
資
產
を
分
散
せ
ざ
ら
ん
が 

一
爲
め
に
二
人
以
上
の
子
女
を
持
つ
事
を
欲
せ
ざ
る
が
如 

今C
、
之
れ
我
々
の
眼
前
す
る
所
で
ぁ
る
。
斯
の
如
く
し 

て
人
ロ
の
變
動
は
社
會
の
形
式
ど
«

々
'0

階
級
及
び
圆 

體
の
狀
態
、こ
に
遵
ひ

9

ff
i

b

':
#

w

_

#

0

全
系
列
に
依
つ
へ 

て
左
右
せ
&

れ
る
°

ぃ
:

.

;

:

ぃ::
要
之
、
社
會
に
關
し
て
我
々
は
次
の
如
く
言
ふ
事
が 

出

來

る

°

疑

ひ

も

な
く

人
ロ
の
增
殖
は
生
產
力
の
發
逾 

を
豫
想
す
る
°

更
に
特
殊
0 >

時
代
>

諸
階
級
の
特
殊
の
地
.

は
ル
£

» >
•

 

W

 

•
咖
か
如
勝
り

喚
起
す
る
。「

抽

象

的
2

般

的

の

"
或一

足

の

社

會

形 

式

に

倚

據

せ

ざ

る

：

：

B
u
c
h
a
r
i
n
)
.

人

口

法

則

は

人

領

が
、
歷
史
的
に
干
涉
せ
ざ
る
儘d
動
®
物
に
の
み
存
す 

る

。: 
' 

:

總
て
の
特
殊
的
歷
史
的
/+
:

產
方
法
は
ぞ
.れ
の 

特
_
な
る
歷
史
的
に
妥
當
な
る
人
口

法
則
を
持
つ
て
®

 

.る 
0」

9

P

S

 

“ D
a
s

 

K
a
p
i
t
a
l
.
L

 
H

a

s
cr
u

r

g

.
 s. 

5
9
6
}

然
る
に
歷
史
1

生
產
方
法
即
ち
社
會
の
'

形
式
は
.

生
1 :
ヵ 

0

徽
達
_

ち
技
術
の
發
達
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
 

從

つ

て

人

ロ

、變

動

の

法

則

が

決

定

的

の

.
も

の

な

の

で

は 

，な
べ
て
，
生
產
力
の
發
達

w

此
：發
達

(

若
く
は
衰
颓)

の 

程
度
如
何
が
人
P

の
發
達
を
決
定
す
る
も
の
で
ぁ
る
<

 

い
ふ
事
に
な
る
。

(
B
u
c
h
a
r
i
n
:

 

S
S
.

 

1
3
5
ム
3
7
>

へ 

以
上
は

M
a
r
x

の

^

_

史

觀

に

於

け

る

生

產

ヵ

を

中 

:

心
ビ
し
て
社
#

ど
自
然
ビ
の
中
衡
關
係
を
論
じ
れ
：る
： 

B
u
c
h
&
n

の
所
說
の
太
要
で
ぁ
る
。
猶
ほ
彼
は
此
荜
の 

最
後
.

に
於
て
、
前
記
1

1

.

異
論
の
辯
駁
に
續
ぃ
.

て
.

第
.
|
1|
の 

興
論
く
し
て
a

會
的
發
達
の
原
因
を
入
®

的
不
卒
等
に 

歸
せ
し
め
ん
^
す
る
說
を
璁
げ
>

 

其
の
誤
謬
を
指
摘
し 

て
居
る
け
れ

V
j

も
、
叙
上
の
問
題
R

I1

す
る
限
り
に
於

て
此
反
撥
は
左
程
重
要
で
な
い 

之
を
遒
略
し
樣
ぅ
ミ
见
ふ
。(
終)

生

產

的

及

び

不

生

産

的

な

る

語

に

就

て

(

五
>

.

:

優

本

鑛

治

::
'
;「

丄

一

十

戶
：

/

 

.

:

前
號
末
尾
に
記
述
し
置
け
る
が
如
く
、
ジ
エ
デ
ン
ス 

は
其
め
主
著「

經
濟
學
純
理」

に
於
て
所
謂
生
產
的
勞
働 

說
及
び
生
產
的
消
费
說
R

全
然
言
及
し
な
か
つ
た
の
で 

あ
る
。
然
る
に
彼
の
死
後
フ
ォ
ッ
ク
ス
ク
エ
ル
敎
授 

S. 

E
o
x
w
e
l
i
)

及
び
ジ
十
ザ
ン
ス
夫
人
の
手
に
依
て
盤 

现
せ
ら
れ
、
之
に
へ
ン
リ
I

•

ヒ
ッV

ス
氏
の
序
文
を
附 

し

て

一
九
〇
五
年
に
公
刊
せ
ら
れ
た
る

遺

稿「

經
濟
學 

原
理」

中
に
は
、
如
上
の
ニ
說
が
相
當
に
論
述
せ
ら
れ

第

十

八

饴

(

1

六
〇
五)

雜
錄
生
遗
的
及
ぴ
不
生
，
座的訂る語

|;
就乂

第
卞
ー
號

七


